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C
1
2
ド
ラ
イ
ブ
期
間
延
長
に
就
て

去
る
六
月
十
五
日
よ
り
開
始
致
し
ま
し
た
C
l
2
ド
ラ
イ
プ
は
各
方
面

よ
り
意
外
の
御
好
評
に
浴
し
、
日
々
御
注
文
殻
到
の
有
様
で
あ
り
ま
す
こ

と
は
偏
に
各
位
御
引
立
の
賜
と
厚
く
御
躍
中
上
け
ま
す
。

然
る
に
本
夏
は
気
候
不
順
の
矯
め
C
11
2
電
球
御
勧
誘
上
御
差
支
へ
多

か
り
し
事
と
て
各
方
面
よ
り
ド
ラ
イ
プ
期
間
延
長
の
御
要
求
に
接
し
ま
す

の
で
、
弊
祉
は
来
る
パ
月
十
五
日
迄
更
に

1
五
日
間
C
1
2
電
球
の
特
慣

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
致
し
・
ま
し
・
↑
い
か
ら
精
々
御
利
用
の
上
御
勧
の
程

願
ひ
奉
り
ま
す
。

c
l
2
ド
ラ
イ
プ
特
償
ハ
小
菅
値
段
)

六

O
ワ
ッ
ト

O
O
ワ
ッ
ト

五
O
ワ
ッ
ト

一O
O
ワ
ッ
ト

五
O
銭

九
O
銭

一
国
三
五
銭

一
固
八
O
銭



年

E買

銘
慰
出
回
皆
妨
語
訳
指
母
密
部
開
奴
湿
器
部
お
お
招
頴
沼
田
銃
器
訟
。
∞

三
笠
宮
家
の
御
創
立
、
竹
の
園
生
の
御
築
は
申
す
も
図
式
く
、
榊
園
日
本
の
基
礎
い
よ
い
よ
固
き
を
加
へ
た
こ

と
は
、
誠
に
慶
祝
の
至
り
で
あ
る
。

元
日
は
榊
代
な
が
ら
の
こ
と
な
が
ら
と
古
人
も
蓮
べ
ら
れ
た
が
、
蒼
生
九
千
高
の
同
胞
は
非
常
時
猶
解
消
せ

ぬ
此
の
新
年
字
通
え
、
新
じ
き
勇
気
に
魁
り
、
己
が
業
務
に
奮
働
す
る
心
を
新
た
に
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ら

う
。
卒
常
多
忙
に
絡
始
じ
て
を
る
五
日
人
に
と
っ
て
は
、
す
が
す
が
し
き
新
年
の
心
境
は
、
環
境
を
省
察
す
る
に

叉
と
な
き
絶
好
の
機
舎
と
も
云
ふ
へ
き
で
あ
ら
う
。

最
近
駄
米
列
強
の
工
業
界
を
視
察
せ
ら
れ
た
蹄
朝
者
の
談
に
、
滋
刺
た
る
気
運
の
見
出
し
得
る
の
は
、
濁
り

我
が
日
本
の
み
な
り
と
の
趣
を
奔
諒
し
て
.
我
等
は
此
の
結
果
が
先
人
の
言
ひ
知
れ
ぬ
努
力
の
賜
で
あ
る
こ
と

に
想
到
し
.
深
く
感
謝
、
反
省
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
感
守
る
。

新
年
は
誠
に
静
想
、
断
行
の
出
殺
、黙
で
あ
る
。
我
が
工
業
の
躍
進
の
基
因
は
軍
需
イ
ン
フ
レ
の
飴
波
に
よ
る

も
の
と
の
言
を
な
す
も
の
も
あ
る
が
、
我
等
は
此
の
言
に
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
。
我
が
工
業
を
股
盛
に
導
く

こ
と
は
、
我
園
を
安
泰
に
を
く
国
軍
捷
径
で
あ
る
こ
と
を
思
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

我
が
工
業
界
に
於
て
改
善
を
要
す
る
方
面
は
多
々
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
其
の
方
策
の
う
ち
我
等
が
捲
合
す
る

照
明
改
善
の
一
事
も
.
猶
多
大
の
領
域
密
有
す
る
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
咋
年
の
後
半
期
以

来
.
喧
博
唱
導
せ
ら
れ
て
を
る
明
燈
明
視
運
動
の
如
き
は
、
園
民
保
健
運
動
と
し
て
も
多
分
の
重
要
性
を
含

み
J

，
殊
に
工
業
界
に
及
一
悼
す
影
響
の
甚
大
な
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

年
頭
に
あ
た
り
心
を
新
に
し
て
、
照
明
報
園
の
一
途
に
精
進
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
一
祈
念
し
て
止
ま
な
い
。

，
活
路
的
∞
的
∞
潟
恕
沼
部
館
情
泡
泡
お
、

の

高卒

上
皇
室
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
、
第
二
皇
子
の
御
生
誕
.

弦
に
歳
改
ま
り
我
等
は
希
望
に
満
て
る
昭
和
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
た
。

S'qみザ
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昭

和

十

年

度

に

於

け

る
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一
、
緒
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弦
に
皇
紀
二
千
五
百
九
十
六
年
守
迎
ふ
る
に
合
わ
J

，
読
ん
で
高
世
一
系
ゆ
る

ぎ
な
き

我
皇
室
の
御
繁
柴
と
伸
張
止
ま
る
所
な
き
園
運
の
発
展
と
を
祈
願
す

る
。
我
等
業
を
電
燈
照
明
界
に
う
け
、
幸
ひ
仁
し
て
照
明
報
園
の
誠
宇
一
致
し
得

る
こ
と
は
、
我
等
の
光
柴
こ
れ
に
す
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
今
や
時
恰
も
新
春
、

同
覚
悟
を
新
た
に
し
て
前
途
に
射
す
る
に
蛍
り
、
些
か
昭
和
十
年
の
我
図
照
明
界

に
致
し
た
る
我
等
の
努
力
の
成
果
を
誌
し
、
一
一
問
者
各
位
の
御
高
批
に
供

ιた
い

と
思
ふ
。

顧
み
れ
ば
昭
和
十
年
は
前
年
来
の
好
景
気
の
影
響
を
多
分
に
受
け
た
活
気
あ

る
一
年
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
満
洲
事
叫
授
は
全
く
鎮
静
し
て
東
洋
の
耐
雲

漸
く
お
さ
ま
る
の
観
あ
っ
た
に
拘
ら
守
、
遠
く
東
阿
エ
チ
オ
ピ
ア
に
端
を
殺
し

大
戦
飢
は
、
欧
洲
全
土
を
異
常
な
る
緊
張
下
に
置
き
、
各
園
軍
備
撞
張
を
競
ふ

明

界

進

歩

の

の
朕
に
あ
り
、
訟
に
武
装
せ
る
卒
和
時
代
の
現
出
を
見
る
に
至
つ
大
。

我
園
産
業
界
も
亦
こ
れ
を
反
映
し
て
軍
需
イ
ン
フ
レ
の
縫
績
を
主
流
と
す
る

繁
忙
時
代
を
見
せ
、
電
気
事
業
も
電
燈
電
力
の
需
要
増
加
に
よ
っ
て
、
接
電
所

開
設
時
代
に
入
っ
た
か
の
観
守
口
元
し
た
が
、
過
去
に
於
け
る
苦
き
経
験
は
よ
り

竪
貫
な
る
遁
を
選
び
っ
、
あ
り
、
今
後
の
不
景
気
に
謝
し
て
も
十
分
な
る
備
へ

を
有
す
る
や
に
見
ら
れ
る
。

従
っ
て
照
明
界
の
推
移
も
頗
る
堅
貫
で
あ
っ
て
、
仮
令
往
年
の
華
か
さ
は
な

い
と
し
て
も
、
何
往
年
に
優
る
成
果
を
得
た
も
の
と
信
事
y

る
。
以
下
項
を
逐
ふ

て
記
一
辺
し
よ
う
。

一
一
、
間
屯

球

一
、
新
電
球

が
あ
っ
た
。
其
第
一
は
二
重
コ
イ
ル
織
僚
電
球
の
完
成
で
あ
っ
て
、
数
年
来
の

昭
和
十
年
の
新
製
品
は
其
種
類
に
於
て
相
前
見
る
べ
き
も
の

却
却
川新タツマ2 



研
究
は
愈
々
一
貫
を
結
ん
で
、
近
く
製
品
と
し
て
発
表
し
得
る
に
至
っ

た
。
こ
れ

は
コ
イ
ル
織
僚
を
更
に
コ
イ
ル
朕
に
捲
い
た
織
僚
を
使
用
し
た
も
の
で
、
比
較

的
低
容
量
の
ガ
ス

入
電
球
に
於
て
紋
率
の
向
上
特
に
額
著
で
あ
る。

イ
ギ
リ
ス

其
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
園
に
於
て
は
、
二
五
ワ
ッ
ト
乃
至
一

O
O
ワ
ッ
ト
の
標

準ロ
聞
に
こ
れ
を
使
用
し
て
、
同
一

書
命
に
封
し
紋
率
一

O
乃
至
二

O
%
の
向
上

を
認
め
得
た
。
東
京
電
気
株
式
命
日
枇
は
此
研
究
完
成
に
よ
っ
て
一

O
Oヴ
オ
ル

卜
二
五
ワ

ッ
ト
の
ガ
ス
入
電
球
巻
製
作
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
此
電
球
に
は
第

一
国
の
如
き
ド
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
プ
と
名
づ
け
ら
れ
た

ス
マ

ー
ト

な
形
賦
研
一
有
す

る
ガ
ラ
ス
球
を
使
用
し
て
居
る
。

l0il 

イル 電球

1 第

二重コ

標
準
品
種
に
関
す
る
他
の
震
逗
は
二

O
O
ワ
ッ
ト
乃
至
五

O
O
ワ
ッ
ト
の
ガ

ス
入
電
球
が
小
型
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
卸
ち
新
奮
の
差
遣
を
示
す
と
第
一

表
の
如
く
、
反
射
笠
、
グ
ロ
ー
ブ
、
受
口
等
も
従
っ
て
小
型
に
て
差
支
な

い
こ

第
一
表

と
に
な
り
、
其
利
便
は
砂
少
で
な
い
。

大
型
電
球
の
新
奮
寸

法
比
較

前
こ
の
改
良
と
同
時

に
是
等
大
型
電
球
に
封

0001 ツ
0 0 0 1 ト

二九八 円14
一五 01 I孟

一一 |醤|怨

ニ一九 II長

最
大
全
長

(粍
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新

一
嘗

一七
O
一
一一
O
五

二
二

O
一
二
四

一

二

四

二

二

四

九

た
。
こ
れ
は
従
来
日
金

し
て
は
メ
カ
ニ
カ
ル
。

パ
l
シ
ン
グ
の
方
法
を

採
用
す
る
こ
と
と
な
っ

附
を
行
ふ
に
接
著
用
セ
メ
ン
ト

守
用
ひ
て
居
た
に
封
し
、
封
じ
作
業
の
際
課
じ

魯事
め
‘
ガ
ラ
ス
球
の
顕
部
に
数
個
所
の
凹
部
を
作
り
、
こ
れ
に

山
欣
合
す
る
様
な
凸
部
を
有
す
る
内
殻
と
、
更
に
之
を
覆
ふ

て
螺
入
す
る
外
殻
と
に
よ
っ
て
、
機
械
的
に
口
金
附
け
を

闘

メカニカノレ・ベ ーシング

2 第

行
っ
た
も
の
で
、
大
型
電
球
の
如
く
高
熱
告
発
し
セ
メ
ン
ト
を
劣
化
せ
し
め
、

得
に
口
金
外
れ
を
生
じ
易
い
も
の
に
封
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
。

一
個
の
電
球
で
二
種
又
は
三
種
の
光
束
を
設
す
る
も
の
が
近
時
特
に
歓
迎
せ

ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
、
東
京
電
気
株
式
命
日
一
耽
は
先
づ
ツ
ク
ラ
イ
ト
@
ラ
ン

3 報新タツマ



プ
を
、
続
い
て
ス
リ

l
ラ
イ
ト

o

ラ
ン
プ
を
製
作
後
賀
す
る
所
が
あ
っ
た
。
日
疋

等
は
何
れ
も
動
作
の
碓
貫
性
に
重
黙
を
置
き
、
切
替
装
置
の
構
造
に
留
意
し
て

長
期
の
使
用
に
耐
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
ゐ
る
。

ツ
ク
ラ
イ
ト
@
ラ
ン
プ
は
高
低
二
様
の
接
鰯
を
な
す
様
に
口
金
の
ア
イ
レ
ツ

ノ、、..、巴、'.'
!J¥)ィラメン卜

ι二コ

大7ィラルト
第 3 固

マツダツウライト。ランプ接筒闘

ト
に
ス
プ
リ
ン

ク
を
使
用
し
た

も
の
で
、
貼
山
火

の
第
一
段
に
於

て
約
一
燭
(
約

五
ワ
ッ
ト
)
で

あ
る
か
ら
寝
室

其
他
の
終
夜
燈

に

便

利

で

あ

り
、
更
に
こ
れ

そ
捻
じ
込
め
ば

第
二
段
の
明
る

さ
郎
ナ
っ
普
遁
の

電
球
と
同
様
に

の
容
量
に
は
三
O
、
四

O
、
ムハ
O
及
び
一

O
O
ワ
ッ
ト
の
四
種
が
あ
る
。
何
れ

な
る
。
高
燭
側

大フィラメント

も
艶
消
或
は
重
光
、
ガ
ラ
ス
に
艶
消
し
た
ガ
ラ
ス
球
を
使
用
し
て
居
る
。

ス
リ

l
ラ
イ
ト
@
ラ
ン
プ
は
後
述
す
る
明
燈
明
視
運
動
に
於
け
る
武
器
の
一

っ
と
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
其
構
造
は
口
金
の
螺
殻
と
ア
イ
レ
ツ
ト

と
の
中
間
に
各
々
か
ら
絶
縁
さ
れ
た
リ
ン
グ
を
有
つ
口
金
を
使
用
し
.
二
種
の

コ
イ
ル
が
殻
に
つ
な
が
れ
た
導
入
線
を
共
有
す
る
か
ら
，
此
口
金
に
適
合
す
る

園

マツタースリーライト。ラン 7'

f
e
'
F
 f

p

k

c

r

j

M

、、1
、

as
r
t
'
ι
E包
'
が

t
k‘

4 第

和
の
光
来
の
三
種
の
光
を
自
由
に
得
ら
れ
る
。

其
標
準
品
種
と
し
て
は
、
四

O
l六
O
l
一
O
O
ワ
ッ
ト
、
六

O
l
一
0
0

ー

こ
ハ

O
ワ
ッ
ト
、

一
O
O

二
O
O
l
三
O
O
ワ
ッ
ト
及
び
二

O
O
l
三
O

O

五

O
O
ワ
ッ
ト
の
四
種
が
あ
り
、
今
後
も
明
視
運
動
の
徹
底
と
共
に
大
に

利
用
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

耐
震
電
球
に
就
て
は
累
年
其
改
良
の
遮
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
が
、
昭
和

十
年
に
至
っ
て
殆
ど
完
全
と
い
ふ
も
差
支
な
い
程
度
の
も
の
が
製
作
せ
ら
れ

大
。
卸
ち
螺
殻
舎
内
外
二
種
に
分
け
其
中
間
に
緩
衝
物
宇
一
入
れ
た
口
金
を
、
普

却
拘
川新タツマ4 
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マツ夕、、耐震電球

，) 第

遁
構
造
の
電
球
に
取
附
け
る
こ
と
の
み
で
耐
震
性
を
賦
興
せ
ら
れ
.
電
車
、
船

舶
等
に
使
用
し
て
極
め
て
妓
果
的
な
る
こ
と
を
確
か
め
得
た
。

研
究
完
成
し
殻
表
す
る
の
域
に
到

前
年
度
に
於
て
其
概
要
を
紹
介
し
て
置
い
た
所
謂
ル

E
ラ
イ
ン
電
球
は
愈
々

達
し
た
。
第
六
固
に
示
さ
れ
る
如

く
、
ガ
ラ
ス
管

ω

雨
端
に
特
殊
金
属

国
盤
を
直
接
封
著

第 6 闘

マツダ長管型電球

占，

し
て
端
子
の
役
目
を
4

兼
ね
さ
せ
、
其
雨
端
子
の
聞
に
織
僚
守
張
っ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
光
は
ガ
ラ
ス
管
の
雨
端
ま
で
均
等
に
稜
散
せ
ら
れ
、
構
造
も
簡
宜
竪

固
で
、
此
数
木
を
接
績
貼
燈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
続
し
た
長
い
光
源
か
得
ら

れ
る
。
建
築
化
照
明
に
大
い
に
利
用
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
標
準
品
種
は

二
五
、
四

O
、
六

O
ワ
ッ
ト
の
三
種
類
で
あ
っ
て
、
直
径
二
五
粍
の
ガ
ラ
ス
管

を
使
用
し
、
全
長
コ
二

O
粍
及
び
四
五
五
粍
の
二
種
が
あ
る
。
ガ
ラ
ス
管
の
著

色
に
就
て
も
考
慮
せ
ら
れ
て
居
る
。

標
準
電
球
と
し
て
新
た
に
リ
ボ
ン
織
僚
を
利
用
し
た
光
高
温
計
用
電
球
と
京

巽
乾
板
の
感
光
度
測
定
用
電
球
と
が
出
来
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
前
者
は

幅
五
粍
、
長
さ
三

O
粍
、
厚
さ

O
。
O
二
五
粍
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
。
リ
ボ
ン
を
ニ

ツ
ク
ル
。
リ
ボ
ン
の
媒
介
に
よ
っ
て
モ
リ
プ
デ
ン
導
入
線
に
取
付
け
た
も
の
、

こ
れ
に
は
常
に
一
定
貼
を
測
定
し
得
る
装
置
と
導
入
線
を
冷
却
す
る
装
置
と
を

第 7 国

光高地計j目標準電球

備
へ
て
居
る
。
測
定
範
園
は
絶
封
温
度
二
、
五

O
O度
と
い
ふ
普
通
標
準
電
球

で
は
容
易
に
得
難
い
温
度
に
迄
及
び
、
八
ヴ
オ
ル
ト
二
五
ア
ン
ペ
ア
と
定
格
せ

ら
れ
て
居
る
。
叉
後
者
は
直
径
一

O
O粍
の
丸
型
ガ
ラ
ス
球
の
中
心
に
M
形
に

織
僚
を
張
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
一
個
毎
に
正
確
に
二
、
三
六

O
度
(
絶
封

温
度
〉
に
於
て
測
定
し
た
表
を
添
付
し
て
あ
る
か
ら
、
其
電
鹿
又
は
電
流
で
貼

火
し
デ
ヴ
イ
ス
@
ギ
プ
ソ
ン

の
採
光
器
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
園
際
窯
畳
一

5
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8 第

¥ 

事
舎
に
於
て
定
め
ら
れ
た
太
陽
近
似
光
が
得
ら
れ
る
。
日
本
家
具
息
子
4

命
日
制
定
の

感
光
度
測
定
器
の
附
属
品
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
、

一
三
ヴ
オ
ル
卜
一
二
O
燭
三
ア

ン
ベ
ア
と
定
格
せ
ら
れ
る
。

山
川
寝
具
用
の
掛川
球
と
し
て
パ
ン
ク
ロ
安
全
電
球
が
出
来
た
。
こ
れ
は
汎
色
感

光
材
料
の
現
像
に
や
川
っ
て
遁
訴
な
る
一階
室
用
電
球
の
快
如
し
て
居
た
に
鑑
み
考

案
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
汎
色
感
光
材
料
ザ
青
線
部
の
光
に
封
し
最
小
感
度
岳
有

す
る
こ
と
、
蛇
に
放
電
燈
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
線
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ
る
と
い
ふ
性

質
を
利
用
し
て
、
遁
九
百
な
ガ
ス
や
選
定
す
れ
ば
目
的
に
従
っ
て
必
要
な
ス
ベ
ク

ト
ル
範
園
を
不
必
要
な
ス
ペ
ク
ト
ル
範
園
よ
り
十
分
隔
離
し
て
稜
光
さ
せ
得
る

の
み
な
ら
十
、
こ
れ
に
配
す
る
に
特
殊
の
塗
料
を
以
て
す
る
こ
と
に
よ
り
、
完

マ
ツ
ダ
パ
ン
ク

全
な
る
一時
室
用
安
全
電
球
が
製
作
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

ロ
安
全
篭
球
に
於
て
は
螺
旋
電
極
を
使
用
し
た
放
電
電
球
に
へ
リ
ワ
ム
@
ガ
ス

を
封
入
し
、
更
に
特
殊
塗
料
守
ガ
ラ
ス
球
外
面
に
加
工
し
て
あ
る
。
斯
く
て
得

ら
れ
た
マ
ツ
ダ
パ
ン
ク
ロ
安
全
電
球
は
外
観
普
通
の
、
不
オ
ン

電
球
と
同
形
で
あ

る
一
か
、
其
光
の
、
王
躍
は
五

O
一
五
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム

の
波
長
の
も
の

の
み
で

あ
る
か
ら
、
現
像
用
と
し
て
安
全
度
高
く
、
消
費
電
力
少
く
且
つ
放
率
一
口
同
く
、

マツダノJンクロ安会 電 球

悶9 第

詩
命
著
し
く
長
い
等
の
特
長
を
有
す
る
の
み
な
ら
十
、
赤
外
線
用
乾
板
に
も
使

用
し
得
る

の
長
所
が
あ
る
。

次
に
小
型
篭
球
に
於
け
る
稜
謹
を
一
瞥
す
る
と
Y

先
づ
自
動
車
前
照
焼
用
電

球
に
於
て

二
失
光
源
宇
一作
ら
ぬ
も
の
か
出
来
た
。
従
来
の
も
の
に
於
て
は
ガ
ラ

ス
球
の
内
面
に
於
て
光
が
反
射
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
主
光
源
郎
も
織
僚
の
近
傍
に

結
保
し
て

二
次
光
源
と
し
て
反
射
鏡
に
作
用
し
、
光
の
ピ

1
ム
が
散
飢
し
て
肱

輝
を
生
十
る
原
因
と
な
る
の
で
ー
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
ガ
ラ
ス
球
の
頭
部
在

袋
付
と
し
た
も
の
を
使
用
し
て
居
に
か
、
こ
れ
は
二
弐
光
源
を
ひ
冗
の
数
に
相

訴
し
た
教
に
分
散
し
、
且

つ
こ
れ
脅
反
射
鏡
の
佐
川
酷
か
ら
遠
方
に
結
像
さ
せ
る

方
法
で
あ
つ
や
一
か
ら
、
光
の
損
失
に
封
し
て
は
考
慮
が
梯
は
れ
な
か
っ
た
。

一一這
同
新
製
せ
ら
れ
た
電
球
は
第
一

O
闘
の
如
き
特
殊
形
賦
の
ガ
ラ
ス
球
を
使

用
じ
.
球
内
面
の
反
射
光
が
結
像
せ
ぬ
様
に
し
て
あ
り
、
且
つ
反
射
光
は
主
光

束
と
一
致
し
て
利
用
し
得
る
様
に
工
夫
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
前
照
焼
用
と
し

苅
却
川新タツ之6 
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第10 [;! 悶11 第回12 第

て
妓
率
の
高
い
電
球
と

1:1到IJ1ド前}!(-{般

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

尚
自
動
車
に
は
必
十

方
向
指
示
器
宇
一
取
付
け

る
こ
と
に
規
定
せ
ら
れ

た
の
で
こ
れ
に
使
用
す

I~[ 動車方向
指示瀧川 電 球

る
電
球
と
し
て
第
一

一
国
の
如
き
雨
口
金

管
型
電
球
が
大
に
需

要
せ
ら
れ
て
居
る
。

白轄草川電球

叉
自
特
車
に
備
付
け

丈
笠
竜
機
に
よ
っ
て
黙

燈
せ
ら
れ
る
電
球
と
し

て
、
口
金
の
ス
ナ
ッ
プ

止
め
と
な
っ
た
も
の
が

従
来
の

エ
ヂ
ソ
ン
式
或
は
ス
ワ
ン
式
の
代
り
に
勢
威
を
得
る
に
至
っ
た
c

最
後
に
小
型
映
索
機
用
の
光
源
に
於
け
る
稜
建
を
見
る
と
、

一
般
に
映
書
一
面

の
明
る
い
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
臆
宇
る
た
め
八

が
製
作
せ
ら
れ
、
市
揚
の
歓
迎
を
受
け
て
居
る
。

粍
映
京
機
用
と
し
て
一

O
Oヴ
オ

ル
ト
二

O
O
ワ
ッ

ト
の
小
型
映
京
機
用
電
球

光
高
温
計
用
の
較
正
用
標
準
電
球
と
し
て
タ
ン
ク
ス
一
プ
ン
@
リ
ボ
ン
を
使
用

し
た
も
の
に
就
て
は
、
既
に
上
一
辺
し
た
』
田
純
で
あ
る
が
、
尚
光
高
温
計
用
電
球
の

改
良
型
ど
し
て
E
X
I
T
-
五
五
な
る
も
の
が
出
来
、
連
続

O
。
五
ア
ン
ペ
ア
に

て
こ

0
時
間
賠
火
す
る
も
特
性
に
愛
化
な
く
、
且
つ
薄
命
二
、

0
0
0時
間
以

/句

間

8 粍 l]jと潟
機、HJ電 球

13 第

上
に
及
ぶ
と
い
は
れ
て
居
る
。
木
口
問
は
織
保
電
流
約
一
九

O
t
リ
ア
ン
ペ
ア
で

す
る
。

嵐
氏
七

O
O度
、
三
三
O
E
リ
ア
ン
ペ
ア
で
嵐
氏

一
、
五

O
O度
の
光
色
を
有

岡

日-201光高ifEt計川電球

14 第

放
電
燈
関
係
に
於
て
も
前
記
パ
ン
ク
ロ
安
全
電
球
の
外
に
種
々
の
稜
達
を
見

た
が
、
未
百
後
表
の
時
期
に
到
達
せ
ぬ
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
特
に
世
界
注
硯

後
表
し
得
る
日
も
近
い
こ
と
〉
信
宇
る
。

の
的
た
る
超
高
区
水
銀
燈
に
就
て
も
目
下
研
究
中
で
あ
り
、
優
秀
な
る
製
品
を

上
述
の
如
く
我
園
経
済
界
は
弘
一
雨
年
活
況
を
呈

二
、
電
球
需
要
の
趨
勢

し
、
一
般
の
購
買
力
も
増
進
す
る
と
共
に
電
燈
需
要
も
増
進
顕
著
な
る
も
の
が

あ
り
、
弦
暫
ら
く
健
貫
な
る
稜
展
を
綾
け
る
も
の
と
感
ぜ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
電
球
需
要
の
分
布
は
如
何
な
る
愛
化
を
あ
ら
は
し
た
る
か
を

統
計
に
よ
っ
て
求
め
る
と
、
先
づ
都
市
に
一
般
化
せ
ら
れ
て
居
る
従
量
燈
用
電

球
の
容
量
分
布
を
第
二
表
に
見
る
。
郎
も
昭
和
九
年
に
は
卒
均
容
量
四
五
ワ
ツ

フ
却
却
川新ダツマ



卜
、
其
相
円
高
平
均
光
束
も
四
七

O
ル
l
メ
ン
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
年
に
は
卒

均
値
夫
々
四

O
ワ
ッ

ト
ー
四
二

O
ル
l
メ
ン
と
な
り
、
平
均
値
か
幾
分
低
下
を

見
た
こ
と
は
、
従
量
燈
の
普
及
著
し
き
も
の
あ
る
を
暗
示
す
る
。

第

二
表

従
量
燈
用
電
球
の
需
要
比
率

!J !J !J !J 唱

手11
十九八七六

年年年年年

王. 国一
-・

ノ，~ f¥. -b 三忌

一.ー-;- -7 c;コs;コ
Cコ4コ フ.匂 二二 f又 一ー

ノ、 -b 三.E己 主主 tlE 
一，凡-九. 一 o c コ

仁コ ー→ ー一 一一 =三

ノ-可、 亡・コ C・コ -・b ru 司 ヨ三

一一一
フ・匂 三三 二・二 三.五二 :7'-' 

Cコ-b -t.ハ.・ -一 六h ー一

• 0 一e一-・A ヨ0王.

三'F.一ー・ ヨ三 ノ又 二二 Cコ

一 一一一 一

ヨ-三 --k・b hE-・司a ニニ ニ.二

Cコ-- E. 雪 ッ片

ヨ.三ヨ.五チU フ.ミ~コ
Eζ耳コフ匂 ヨ王 -b -b ヨ三

二lL!O二司 ごチE.二司ミ ニま-iニじ2 Eヲヅ.司句マ 三Cク.三コu B ミ
仁フ。匂コ -ー.ーa ヨ-一王 ー-J一.L -E0 司a 

fζ又コ

一一一
jフ.句t.. チヲ.むb -.ー ζ. コ こニ

CCココニニ “ー す.し

次
に
定
額
、
従
量
雨
者
を
併
せ
た
電
球
全
般
の
需
要
(
一

O
Oヴ
オ
ル
ト
用

に
限
る
)
に
就
て
見
る
と
第
三
表
の
如
く
、
昭
和
八
年
の
卒
均
容
量
三
二

ワ
ッ

ト
、
同
九
年
三
六
ワ

ッ
ト
に
封
し
、
昭
和
十
年
に
は
三
四
ワ
ッ
ト
に
な
り
、
前

年
よ
り
柏
低
下
し
た
か
に
見
え
る
が
，

賓
際
に
は
一
五

O
ワ
ッ
ト
以
上
の
増
加

に
よ

っ
て
、
恐
ら
く
幾
分
向
上
を
見
て
お
る
と
思
は
れ
る
。

第

三
表

一
般
用
電
球
(
定
額
、
従
日亙
)
の

需
要
比
率

!J !J " !J 軒

平日
十九八七 六

年年年年年

四 f¥. 四 ノーL 七 Cコ

一一一 一 一一 一 一
/、一→ :h， ・ τ= 一

CE-ヨコ 仁ヨ-コ主 主~コ三 一一・ 一品
ヨヨ二

寸コ E司 →:0 Cコ ヨヨミ Cコ

豆~コ三 = 一一 ヨマ

一一一 一
Cコ時一 Cコ 仁コ チ1" Cコ

一 一一一 EC司コ= I¥. 一:=. -b 

一 一一一一 フC同コヨヨ己 ヨ三 主主 f¥. ヨ玉

三CE.コL.ー ー→ ーー 一ー fcl コ

プく プミ 三五 った -b CCココ

二封二

ヨ-主 宣・言，. ー一 一一 他

更
に
電
球
と
し
て
世
界
的
標
準
品
種
の
地
位
を
占
む
る
コ
イ
ル
織
僚
電
球
の

み
の
容
量
別
分
布
を
第
四
表
に
見
る
と
、

一
三
、
二

O
ワ
ッ
ト
の
優
位
は
依
然

と
し
て
愛
ら
ぬ
が
、
ガ
ス
入
電
球
大
る
三
O
ワ
ッ
ト
い
か
漸
次
増
加
し
て
貫
質
的

に
高
燭
化
傾
向
に
在
る
こ
と
を
語
っ
て
居
る
。
其
卒
均
容
日一旦
は
昭
和
八
年
三
六

ワ
ッ
ト
ー
同
九
年
三
三
ワ
ッ
ト
に
到
し
、
昭
和
十
年
の

三
五
ワ
ヴ
ト
は

コ
イ

ル

織
係
電
球
の
地
方
農
村
A

の
漸
進
的
普
及
を
意
味
す
る
と
見
て
ペ
よ
か
ら
う
o

但
し
木
表
に
は
一

O
O
ワ
ッ
ト
以
上
の
電
球
が
除
外
さ
れ
て
居
る
が
、
近
年

の
一
五

O
、
二

0
0、
三

O
O
ワ
ッ
ト
等
の
需
要
増
加
は
著
し
い
も
の
で
あ
っ

て
、
全
酬
慌
の
五
パ

ー
セ
ン

ト
を
越
え
、
従
っ
て
近
き
将
来
に
は
作
表
土
こ
れ
を

除
外
し
得
な
く
な
る
こ
と
〉
思
は
れ
る
。

第
四
表

コ
イ
ル
織
僚
電
球
の
需
要
兇
率

" " " " u I u " u u 時大
手11十正

十九八七六 六 五四三二五

年年年年年年年年年年年

五六三五| 示球年大
す の 迄正 」三一

ーニーー みの十
五口九九三 に本五 一三

。 開表年
豆一一一ー すはか買

る カ・ ら -ー-
比ス u召

三弓三石二三 卒入手" 6 
を 居電/'、

ニ四四三四 五

一一 一九 三 八一 0 五入 f1 5

== ー仁一コ 一ヨ一主 ヨーー三 ニ〉二匂 三f三L 三-三- 二j二レ 二三二三 二互二主 ニ一ニ- cEヨコ

ーチ一之 F一L ー4→2 二C二コ 二C二コ 主-主 c三三コ 三匹三ヨ 二プ二ミ 二f二L 三C三:J I cチコミ

C。コ
ヨヨ己 一一一ニニ一- - 三三 回 J。、

ーb f又 J¥. -tつ ニ二 --ba 二C二コ 二ー二- 二f二'-' 二J二l 二ヨ二三 仁Cココ

二旬二

一 I 一一=寛之=函八ゴ他

却
却
川新

ば
伏
/ツ'マ8 



最
後
に
往
時
の
花
形
た
り
し
直
線
機
僚
電
球
の
需
要
分
布
を
見
る
。
依
然
と

一
五
燭
で
あ
っ
た
。

し
て
低
燭
光
の
も
の
に
多
い
の
は
其
性
質
上
山
口
同
然
で
も
あ
ら
、
フ
。
平
均
光
度
は

第
五
表
巽
空
直
線
識
僚
電
球
の
需
要
比
率
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ムノ、

一
、
照
明
器
具
昭
和
九
年
の
秋
我
園
に
紹
介
せ
ら
れ
た
所
謂
明
腕
論
は
其

後
世
圏
法
人
照
明
事
命
日
、

電
気
普
及
命
日
等
の
支
持
を
得
、
主
要
電
燈
事
業
者
の

注
目
せ
ら
れ
る
所
と
な
り
、
先
づ
東
京
電
燈
株
式
命
日
祉
の
明
燈
明
視
運
動
と
し

移
さ
れ
ん
と
し
て
居
る
。

て
賓
際
に
蜂
火
が
あ
け
ら
れ
、
惹
い
て
全
園
に
波
及
し
、
各
所
に
於
て
宣
行
に

東
京
電
気
株
式
曾
枇
は
祉
内
に
明
視
委
員
命
日
を
設
け
て
其
針
策
を
考
究

ιて

居
る
の
で
あ
る
が
、
明
燈
明
視
運
動
の
武
器
と
し
て
上
遁
の
ス
リ

l
ラ
イ
ト
・

ラ
ン
プ
と
相
並
ん
で
明
視
ス
タ
ン
ド
を
市
場
に
提
供
じ
、
此
運
動
を
助
け
る
こ

際
し
て
は
、
内
地
側
電
気
諸
圏
桂
一
よ
り

と
〉
な
っ
た
。
向
去
る
八
月
満
洲
園
内
に
満
洲
電
気
大
舎
が
開
催
せ
ら
る
る
に

満
洲
園
皇
帝
皇
后
雨
陛
下
に
封
じ
明

腕
ス
タ
ン
ド
を
捧
呈
し
、
御
嘉
納
せ
ら
れ
た
こ
と
は
蛍
時
の
新
聞
紙
上
に
報
遁

か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

せ
ら
れ
允
所
で
あ
る
が
、
其
明
腕
ス
タ
ン
ド
も
東
京
電
気
株
式
曾
枇
の
謹
製
に

EヨI1J;J 

園

満洲 皇室 に臨LI.::の明視スタンド

15 第

上
一
辺
の
如
く
一
般
工
業
の
段
盛
に
作
ひ
工
揚
照
明
の
改
善
は
到
慮
よ
り
要
望

せ
ら
る
〉
の
事
情
に
鑑
み
、
工
場
用
特
に
局
部
照
明
用
と
し
て
配
光
世
に
妓
率

の
優
秀
な
る
所
謂
角
照
型
フ
ァ
ク
ト
リ
ヤ
が
新
丈
に
製
作
せ
ら
れ
た
。
銭
板
製

白
色
球
部
引
仕
上
け
で
あ
る
か
ら
塵
坊
の
累
積
も
少
い
。

三
O
l四
O
ワ
ッ
ト

，9 報新タアマ



用
、
六

O
ワ
ツ

ト
用
及
び
八

O

ー一

O
O
ワ
ツ

角!!夜型ファクトリヤ

園

ト
用
の
三
種
が

あ
る
。

16 

同
じ
く
工
揚

第

関
係
の
も
の
と

し
て
作
業
用
手

提
燈
が
あ
る
。

こ
れ
は
主
と

し
て

二
O
l四
O
ワ
ッ

ト
の
電
球
を
取
付

U
る
も
の
で
，
丈
夫
で
且
つ
手
軽
な

こ
と
が
長
所
で
あ
る。

園

作業 用手提燈

17 第

屋
外
照
明
器
具
と
し
て
は
先
づ
ナ
ト
リ
ヲ
ム

燈
の
完
成
に
伴
ひ
、
こ
れ
に
必

要
な
ハ
イ
タ
エ

l
用
反
射
笠
が
出
来
た
。
こ
れ
は
其
内
部
に
漏
洩
髭
匪
器
と
蓄

電
器
が
装
備
し
て
あ
る
か
ら
、

従
来
の
遁
路
照
明
同
路
に
直
も
に
遁
用
出
来
る

便
利
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
製
作
せ
ら
れ
て
居
る
此
種
反
射
笠
は
一

三
O
ワ
ツ

ト
四
五

O
燭
の
ナ
ト
リ
ク
ム
燈
に
使
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

、

小
さ
な
交
叉
勲
、
交
遁
量
の
少
い
交
叉
結
、

其
他
安
全
地
帯
、
坂
遁
、
遁
踏

の
曲
め
角
、
踏
切
等
に
使
用
d

す
る
小
型
な
閃
光
標
識
燈
が

出
来
た
。
四
方
に
封
し
で
は

桂
黄
色
の
閃
光
を
設
し
、
下

部
の
燈
火
で
交
叉
賭
内
を
照

明
す
る
か
ら
、
焦
黙
を
調
整

す
る
と
交
叉
黙
に
通
嘗
な
明

る
し
、
電
動
機
を
停
止
さ
せ

る
い
固
を
作
る
こ
と
が
出
来

る
と
閃
光
を
稜
し
な
い
校
黄

色
の
信
披
燈
に
も
な
る
。
直

径
一

O
吋
の
燈
黄
色
レ
ン
ズ

四
枚
が
取
付
け
ら
れ
、
閃
光

用
と
し
て
一

O
O
l
一
五

O

闘18 第
(A) 岡19 第

リウム燈反射笠

10 報新タツマ
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ワ
ッ
ト
電
球
を
.
叉
交
叉
賠
照
明
用
と
し
て
四

O
ワ
ッ
ト
電
球
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る。

更
に
昭
和
十
年
の
特
作
品
と
し
て
自
動
車
照

明
器
具
が
あ
る
。
郎
ち
十
年
の
夏
、
日
産
自
動
車

株
式
曾
枇
が
園
産
自
動
車
ダ
ツ
ト
サ
リ
ン
の
製
造

第四国 (B)

l副

国産自動車刑前!!百燈

20 第

を
開
始
す
る
に
蛍
り
、
同
社
創
業
の
趣
旨
に
従
ひ
各
部
分
品
の
園
産
化
を
困
る

た
め
、
従
来
外
図
製
品
に
限
ら
れ
て
居
た
前
照
燈
の
類
も
こ
れ
を
内
地
に
於
て

標識燈用閃光機

求
め
、
東
京
電
気
株
式
曾
枇
に
其
製
作
を
依
幌
地
せ
ら
れ
た
の
で
、
同
祉
は
反
射

鏡
、
ガ
ラ
ス
等
に
闘
し
て
保
有
す
る
技
術
を
以
て
、
外
園
品
を
凌
駕
す
る
優
良

レ
ン
ズ
は
特
殊

な
る
妓
率
巻
有
し
耐
久
力
の
大
な
る
前
照
燈
を
製
作
供
給
す
る
に
至
っ
た
。
其

ガ
ラ
ス
押
型
に

よ
っ
て
作
り
、

国
呉
鏡
板
製
の
銀

鍍
拠
物
線
反
射

器
と
共
に
六
|

八
グ
オ
ル
ト

四
燭
の
電
球
を

牧
容
す
る
。

前
照
燈
と
共

に
尾
燈
も
研
究

せ
ら
れ
、
全
日

本
小
型
自
動
車

協
曾
関
東
支
部

規
格
案
に
従
ふ

も
の
を
製
作
販

費
す
る
に
至
っ

た
。
郎
も
電
球

に
は
六
l

八
ず

第 21 岡

凶産自動車ダツトサン用尾燈
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快
な
ら
し
め
得
た
。

オ
ル
ト
一

O
燭
を
用
ひ
、
外
枠
は
銭
板
黒
塗
仕
上
け
、
前
枠
は
其
鏡
板
ク
ロ
ー

ム
鍍
仕
上
け
ど
じ
、
標
板
を
平
均
四

O
ル
ク
ス
以
上
に
照
明
し
得
る
様
に
昔
、
心

其
イ也

プ

ユ

1

ズ
@
プ
ラ
グ
と
し
て
一

O
、

一
五
、

三

O
、
三
O
ア
ン
ペ
ア

l面i22 第

あ
る
に
鑑
み
)
東
京
電
気
株
式
曾

枇
は
昭
和
九
J

年
五
ア
シ
ペ
ア
の
フ

1

r
 

ツ
‘戸

-フ
‘ツ
ジ
‘ヱ
@
タ
J

ン6
0

フJ
ラ
@
ス
イ
ッ
チ

J
1
 
り
を
製
作
し
て
、
電
気
的
世
に
機
械

げ

的

に

外

園

品

11
何
等
遜
色
な
い
こ

ぺ
と
を
立
設
し
で
、
輸
入
防
過
の
貫

シツ一フファンア
ハ
U

を
あ
け
大
が
、
昭
和
十
年
'に
は
夏

に
一

O
ア
ン
ペ
ア
の
も
の
を
改
良

ノ
し
て
、
従
来
ス
プ
リ
ン
ず
が
強
す

ぎ
る
た
め
操
作
が
幾
分
重
、き
に
過

ぎ
る
嫌
ひ
が
あ
っ
た
も
の
を
、
部

分
口
問
を
全
部
更
新
し
て
操
作
を
軽

せ
ら
れ
て
あ
る
。

二
、
電
燈
付
属
器
具

化
し
た
今
日
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
。
タ
ン
プ
ラ
。
ス
イ
ッ
チ
の
需
要
は
念
増
し
つ
〉

は
普
通
に
つ
ま
み
プ
ラ
グ
と
呼
ば
れ
、

の
も
の
が
出
来
た
外
.
ア
タ
ッ
チ
ン
グ
@
プ
ラ
グ
に
も
新
型
が
出
来
た
。
後
者

つ
ま
み
一
か
あ
る
た
め
抜
き
さ
し
が
容
易

建
築
物
の
電
気
配
線
工
事
が
殆
ど
す
べ
て
隠
蔽
式
と

で
あ
る
の
み
な
ら
宇
、

コ
ー
ド
の
出
口
が
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
て
居
る
た
め
、

1
i

ド
も
傷
ま
ぬ

国

フューズ‘プラグ

第 24 岡

アタッチング・プラグ

と
い
ふ
長
所
が

あ
る
。

23 

向
パ
、
t
f

ル
ポ

第

ー
ド
・
ユ
ニ
ツ

ト
を
装
入
し
た

分
篭
盤
に
も
従

コ

12 報新タツマ



来
ナ
イ
フ
・
ス
イ
ッ
チ
を
使
用
し
て
居
た
に
謝
し
、
タ
ン
プ
ラ
・
ス
イ
ッ
チ
を

使
用
し
た
も
の
が
出
来
、

・操
作
の
安
全
確
貫
を
期
し
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従

来
の
も
の
に
比
し
全
館
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
出
来
、
場
所
も
小
さ
く
て
足
ゎ
，

ユ
1
ズ
の
取
換
も
ね
じ
廻
し
な
し
に
容
易

に
取
換
へ
得
る
の
長
所
を
有
す
る
。

セ
レ
ン
身
使
用
し
た
堰
屠
光
電
池
即
ち
マ
ツ
ダ
光

三
、
光
電
管
雁
用
器
具

電
池
に
就
て
は
、
既
に
昨
年
本
誌
に
紹
介
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
利
用
し
て
簡

易
な
照
度
計
と
し
た
も
の
に
マ
ツ
ダ
照
度
計
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
庚
く
行
は

れ
て
居
る
サ
イ
ト
メ

l
タ
に
相
蛍
す
る
も
の
で
、
何
等
の
附
属
装
置
も
亦
何
等

国

宇露出式分電探

25 第

第 26 固

マツダ!!百度計 フ

100 

60 

4'0 

20 

日0
比

感

度

と
に
な
っ
て
居
る
が
、
街
路

照
度
の
如
、
き
低
照
度
を
測
定

し
得
な
い
。
こ
の
た
め
じ
は

特
に
感
度
の
高
い
電
流
計
を

併
用
し
た
精
密
型
照
度
計
第

二
競
(
測
定
範
園

O
ー
一

O

O
ル
ク
ス
及
び

0
1
1
0

0
0
ル
ク
ス
の
二
重
目
盛
〉

が
製
作
せ
ら
れ
、
一

O
ル
ク

ス
以
下
の
値
も
比
較
的
正
確

に
測
り
得
る
。

然
し
マ
ツ
ダ
光
電
池
の
ス

ベ
ク
ト
ル
感
度
は
第
二
七
園

400 450 500 550 600 650 700 750 

波長

第 27 闘

マツ夕、、光電池のスペクトル感度[111線

の
熟
練
も
要
す
る
こ
と
な
し
に
任
意

の
時
、
任
意
の
揚
所
の
照
度
を
測
り

得
る
た
め
、
震
表
以
来
各
方
面
よ
り

歓
迎
せ
ら
れ
、
既
に
一
、

0
0
0個

に
近
い
富
良
上
を
見
大
。
こ
れ
は
五

O

O
ル
ク
ス
迄
測
定
し
得
る
様
に
目
盛

ら
れ
て
居
る
外
、
倍
率
器
の
併
用
に

よ
っ
て
、
其
一

O
倍
を
測
り
得
る
こ

。

第 28 岡
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の
如
く
完
全
に
視
感
度
曲
線
と
一
致
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
有
包
光
に
よ

る
照
度
の
測
定
に
は
不
遁
蛍
で
あ
る
。
こ
れ
を
補
正
す
る
た
め
遁
蛍
の
鴻
光
器

を
併
用
す
る
と
き
は
、
同
園
結
線
に
示
す
如
く
な
り
殆
ど
硯
感
度
曲
線
と
一
致

す
る
か
ら
、
ニ
れ
に
よ
っ
て
精
密
型
照
度
計
第
一
競
ハ
目
盛
は

C
l
一、

0
0

0
ル
ク
ス
及
び

O
l
一
O
、

0
0
0
ル
ク
ス
の
二
重
目
盛
〉
が
製
作
せ
ら
れ
、

異
色
光
源
ビ
よ
る
照
度
の
比
較
に
便
せ
ら
れ
て
居
る
。

新
型
光
電
管
と
し
て
は
ト
ー
キ
ー
用
と
し
て
小
型
な
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
る

夫
々

P

T
l
一
七
G
及
び
P
G
l
二
五
G
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

に
姥
A
J、
直
径
一
七
粍
及
び
二
五
粍
の
セ
シ
ウ
ム
@
ガ
ス
入
光
電
管
が
出
来
た
。

園

PT-17G， PG-25Gセシウム光電管

29 第

か
ド

E
ヲ
ム
光
電
管
と
施
光
器
と
に
よ
っ
て
健
康
線
の
測
定
を
行
ふ
装
置
も

ヴ
ア
イ
タ
ル
・
レ

l
・メ

l
タ
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
居
る
が
、
今
回
根
本
的

ら
れ
る
こ
と
多
大
で
あ
ら
う
。

改
良
が
施
さ
れ
て
近
く
市
場
に
出
づ
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
殴
酉
関
学
方
面
に
利
用
せ

同
じ
く
光
電
管
障
用
器
具
と
し
て
は
最
も
古
い
歴
史
を
有
す
る
所
謂
オ
1

タ

ラ
ム
装
置
も
、

従
来
の
経
験
に

鑑
み
過
般
改
良

せ
ら
れ
て
聾
債

盆
々
高
き
を
得

た
。
こ
れ
は
赤

外
線
一
輪
射
源
よ

り
成
る
投
光
装
置
と
.
光
電
管
及
び

其
増
幅
装
置
と
よ
り
成
る
受
光
装
置

と
警
報
装
置
と
の
三
者
の
組
合
せ
で

あ
っ
て
、
異
物
例
へ
ば
盗
賊
の
介
入

に
よ
っ
て
投
光
装
置
か
ら
受
光
装
置

に
至
る
赤
外
線
が
遮
ら
れ
て
警
報
を

設
す
る
と
い
ふ
原
理
の
も
の
、
銀
行
J

刑
務
所
、

大
邸
宅
、
火
薬
庫
等
に
必
要

不
可
快
の
も
の
で
あ
る
。

闘30 第

叉
光
電
管
に
よ
る
扉
自
動
開
問
機
は
ア
メ
リ
カ
で
既
に
賓
用
化
せ
ら
れ
て

居
る
が
、
我
園
で
も
マ
ツ
ダ
照
明
皐
校
に
貫
施
せ
ら
れ
動
作
頗
る
国
滑
で
あ

る
。
そ
の
外
透
過
計
、
比
色
計
、
自
動
計
数
装
置
な
ど
、

光
電
管
及
び
光
電

池
の
庭
用
は
限
り
な
く
虞
い
。
こ
れ
を
更
に
普
及
さ
せ
る
目
的
で
教
育
用
光

電
管
賓
験
装
置
も
出
来
た
。
中
等
皐
校
の
理
化
皐
賓
験
用
と
し
て
好
遁
で
あ

p

り
、
フ
。最

後
に
光
電
管
及
び
プ
ラ
ワ
ン
管
の
組
合
せ
よ
り
成
る
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
に
就

て
は
日
本
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
事
舎
が
創
立
せ
ら
れ
て
、
咋
秋
第
二
同
の
報
告
講
演 ゥーァイタ Jレ・レー・メータ
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が
あ
っ
た
が
、
所
謂
東
京
電
気
式
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
透

受
雨
端
に
プ
ラ
ワ
ン
管
を
使
用
す
る
も
の
に
移
ら
ん
と
し
て
居
る
。
ア
イ
コ
ノ

ス
コ
ー
プ
の
研

究
も
大
韓
完
成

せ
ら
れ
、
其
装
置
の
製
作
完
了
も
近
き
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

放
電
管
の
臆
用
器
具
と
じ
て
目
新
ら
し
い
も
の
は

ト
リ
ヱ

l
一
ア
ツ
ド
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
織
僚
の
熱
陰
極
と
炭
素
陽
極
と
よ
り
成
り

回
、
放
電
管
感
用
器
具

こ
れ
に
ア
ル
ゴ
ン
を
封
入
し
た
タ
ン
ガ

i
整
流
管
の
大
型
の
も
の
と
し
て
ア
ル

ゴ
ン
の
外
に
少
量
の
水
銀
粒
の
封
入

さ
れ
て
居
る
所
謂
水
銀
タ
ン
ガ

l

第 31 園

マツダオータラム装置

第 32 闘

マツダ教育用光電管寅験装置

15 報新タツマ



国

東京 電気 式

テレビジョン受像装置

~ ，、
.).) 第

や
、
ネ
オ
ン
巻
、
王
酷
と
す
る
混
合
ガ
ス
を
封
入
し
二
個
の
同
心
園
筒
金
属
板
よ

り
成
る
定
竜
墜
放
竜
管
な
ど
が
あ
る
が
、
照
明
関
係
の
も
の
と
じ
て
は
7

ツ
グ

育
園
焼
付
装
置
が
あ
t

る。

町
で
)
れ
は
育
園
卸
ち
車円(烏畳
(

h

一成
は
陽
書
一
感
光
紙
の
焼
付
装
置
の
光
源
と
じ
て
、

最
近
器
開
達
し
た
高
座
水
銀
燈
在
利
用

L
た
も
の
で
、
現
在
主
と
し
て
焼
付
に
用

ゐ
ら
れ
て
居
る
炭
素
ア

!
ク
燈
に
比
し
て
、
鮮
明
に
且
つ
放
率
よ
く
焼
付
け
る

こ
と
-か
出
来
る
。

一古
来
炭
素
ア
!
ク
燈
で
は
光
度
の
調
整
を
行
ふ
『
)
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め

岡

マツダ青 岡焼付装置

34 第

育
園
の
焼
付
は
た
ぶ
焼
付
の
速
さ
の
み
を
鐙
へ
て
調
節
す
る
よ
り
外
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
高
座
水
銀
燈
を
利
用
し
た
本
焼
付
装
置
で
は
、
起
動
器
、
光

源
支
持
器
粂
安
全
装
置
、

，反
射
鏡
の
三
部
よ
り
成
り
、
光
源
の
光
度
は
起
動
器

附
属
の
髭
医
器
、
塞
流
コ
イ
ル
等
に
よ
っ
て
加
減
し
得
る
か
ら
、
焼
付
の
速
度

を
加
減
す
る
必
要
が
な
く
、
従
つ
殻
率
は
高
く
、

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

一
様
に
鮮
明
な
青
園
を
作
製

四
、
照

明

一
、
這
路
照
明

遁
路
照
明
の
健
全
な
る
設
達
を
固
る
こ
と
に
就
て
は
、
鴇
胤

ね
て
一
枇
圏
法
人
照
明
皐
舎
の
関
心
事
と
す
る
所
で
あ
っ
た
が
、
内
務
宙
局
に
於

て
近
く
街
路
構
造
令
が
改
訂
せ
ら
る
冶
旨
の
報
が
あ
っ
た
に
封
し
、
同
事
曾
は

内
務
大
臣
に
陳
情
書
を
提
出
し
、
此
機
命
日
に
於
て
遁
踏
の
管
理
者
の
子
に
よ
っ

て
、
遁
踏
を
明
る
く
す
る
こ
と
の
項
目
を
持
入
せ
ら
れ
ん
ニ
と
や
希
望
し
た
が

同
皐
舎
の
運
動
と
し
て
最
も
蛍
を
得
た
も
の
と
い
ふ
、
べ
き
で
あ
ら
う
。園

東京赤坂匝稲吉町の街路!!夜明

35 第

報新タツミミ16 



固37 第

国

東京新宿瞭 IJ、路の街路照明

36 第

昭
和
十
年

の
街
路
照
明

新
施
設
と
し

て
大
規
模
の

大連市浪速町 の 街;燈

も
の
は
見
蛍

ら
な
か
っ
た

が
、
東
京
電

燈
株
式
曾
枇

が
同
枇
創
立

五
十
周
年
記

念
事
業
と
し

て
街
燈
普
及

運

動

を

行

ひ
、
昭
和
十

一
年
十
月
迄

一
年
間
施
設
勧
誘
を
縦
一績
す
る
こ
と
冶
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
も
の
の

一

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
流
蓮
路
に
封
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
を
使
用
し
た
こ
と

が
目
新
し
く
、
国
示
し
た
東
京
赤
坂
匡
一
陥
吉
町
の
三
五
基
に
は

一
二
吋
型
を
、

叉
新
宿
贋
小
路
に
は
同
型
が
四

O
基
採
用
せ
ら
れ
て
居
る
。

大
連
市
第
一
の
商
庇
街
浪
蓮
町
に
満
洲
電
業
株
式
曾
壮
大
連
支
屈
の
手
に
よ

っ
て
、
去
る
十
一
月
建
設
せ
ら
れ
た
街
燈
は
、
第
三
七
固
の
如
く
頗
る
華
か
な

も
の
で
あ
る
。
光
源
の
高
さ
は
中
央
に
於
て
七
米
、
燈
間
隔
は
一
五
一
八
米

線
数
二
九
基
で
あ
る
が
、

一
基
賞
り
の
光
源
は
二

O
O
又
は
三

O
O
ワ
ッ
ト
三

一
O
O
ワ
ッ
ト

二
六
個
の
外
に
約
一

O
米
の
ネ
オ
ン
管
が
用
ひ
ら
れ
て
居

る
。
照
度
も
車
遁
中
心
に
於
て
一

O
l
一
一
一
ル
ク
ス
に
及
び
、
商
底
街
に
ふ
さ

{固は
し
い
照
明
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

向
東
京
市
に
於
て
ロ

ー
タ
リ
ー
式
交
通
整
理
を
行
ひ
つ
〉
あ
る
交
叉
黙
の
中

央
に
取
付
け
る
目
的
で
、
第
三
入
国
の
如
、
き
高
座
水
銀
燈
を
使
用
す
べ
き
遁
路

図38 第

道路 !照明用の燈器

マ 17 
却
却
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照
明
用
の
燈
器
が
設
計

せ
ら
れ
、
普
通
燈
器
と

の
比
較
試
験
を
川
崎
市

東
京
電
気
株
式
曾
枇
小

向
運
動
場
じ
於
て
東
京

市
土
木
局
.
東
京
電
気

株
式
命
日
枇
双
方
の
関
係

め
て
良
好
の
結
果
を
得

た
の
で
、
東
京
市
内
交

叉
黙
に
其
姿
を
現
は
す

こ
と
も
遠
く
は
な
い
で

あ
ら
、
フ
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
燈
を
取

付
け
る
ハ
イ
ク
エ

l
用

の
器
具
に
就
て
は
、
既

一
週
し
た
遇
り
で
あ
る
。

第 j':J 1凶

高IM7Jc.銀 燈と白熱 電 球と の よヒ 試験

，・.，
-‘ 

， 司官 、

更
に
大
連
市
の
大
賢

揚
に
建
設
せ
ら
れ
た
高

座
水
銀
燈
も
賞
用
化
の

一
例
と
し
て
注
目
に
値

す
る
。
的
ち
一
六
吋
ポ

ー
ル
ヘ
ッ
ド
十
二
基
に

取
付
け
ら
れ
、
燈
高
六

米
で
一
ル
ク
ス
の
照
度

を
得
て
居
る
が
、
二

O

O
ヴ
オ
ル
ト
の
配
電
線

を
使
用
し
た
『
)
と
は
、

今
後
の
我
園
遁
路
照
明

上
に
一
問
題
を
提
供
し

た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で

あ
ら
う
。

国

二
、
交
逼
整
理
燈

40 

交
遁
整
理
燈
は
今
や
試

験
時
代
研
一
脱
し
、
大
都

第

市
交
遁
に
は
必
要
不
可

快
の
も
の
た
る
こ
と
は

一
般
人
の
常
識
と
化
し

た
が
、
従
来
の
断
績
的

な
整
理
法
で
は
交
通
量

の
多
い
且
つ
交
叉
黙
の

却
却
川新ダツてミ18 



， 

者ア

東京、龍谷匝山下町に於ける閃光標識燈国41 第

大阪南海ピルの投光照明

多
い
匝
聞
に
数
多
く
設
置
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
動
車
交
通
の
園
滑
を
紋
く
の

合
前
、
匡
裁
判
所
前
に
試
験
的
に
設
置
し
良
好
な
る
成
績
を
牧
め
得
た
。
所
謂

ムハ

O
型
制
御
機
が
こ
れ
で
あ
る
。

嫌
ひ
が
あ
る
の
で
，
特
に
警
視
鹿
山首
ロ
周
に
於
て
も
其
弊
を
認
め
将
来
宇
一
洞
察
し

園第 42

て
，
管
干
に
設
置
す
る
交
遁
整
理
燈
制
御
機
は
す
べ
て
進
行
式
た
る
機
能
を
有

，
次
に
交
通
量
の
比
較
的
僅
少
な
地
貼
に
設
置
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
閃
光
標

識
燈
が
出
来
た
こ
と
も
上
記
の
遁
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
交
叉
賠
の
中
央
に
懸

す
る
も
の
た
ら
し
む
る
規
定
を
設
け
た
。
然
る
に
或
一
連
の
交
叉
匝
聞
を
進
行

垂
し
て
常
に
黄
色
の
閃
光
を
約
一
秒
毎
に
愛
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
危

工
事
、
電
柱
の
新
設
等
に
多
額
の
費
用
金
要
し
た
。

式
に
す
る
に
は
各
制
御
機
間
に
二
本
の
連
絡
配
線
を
必
要
と
し
た
た
め
、
配
線

此
紋
黙
に
著
目
し
た
警
視
聴
白
井
巡
査
の
義
明
を
骨
子
と
し
、
東
京
電
気
株

険
交
叉
黙
の
所
在
を
明
瞭
に
示
し
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
し
得
る
。

三
、
投
光
照
明

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
建
築
美
を
夜
間
に
誇
示
す
る
方
法
と
し

式
舎
祉
は
各
制
御
機
内
に
電
気
時
計
を
置
え
こ
と
に
よ
り
、
各
制
御
機
問
に
無

配
線
式
の
進
行
式
を
司
能
な
ら
し
め
、
去
る
六
月
東
京
麹
町
匿
の
議
院
議
長
官

て
の
投
光
照
明
は
近
年
，
次
第
に
普
及
し
、
前
年
東
京
数
寄
屋
橋
畔
に
共
同
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
完
成
す
る
や
、
動
色
投
光
照
明
の
採
用
に
よ
っ
て
都
人
士
の
眼
を 大阪南海ピルの投光器群

マ 19 
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駁
か
す
も
の
か
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
年
に
は
大
阪
難
波
の
南
海
銭
遁
難
波
膝
頭

に
建
て
ら
れ
た
南
海
ピ
ル
に
.
再
び
更
に
大
規
模
な
動
色
投
党
照
明
が
行
は
ね

た
。
こ
れ
に
使
用
せ
ら
れ
た
器
具
は
正
面
用
と
し
て
五
。
。
ワ
ッ
ト
投
光
器
三

五
四
個
(
赤
、
英
、
緑
各
一
一
八
個
)
、
叉
塔
屋
用
と
し
て
一

O
O
ワ
ッ
ト
投
光

器
一

二
O
個
で
あ
る
が
、
前
者
は
色
レ
ン
ズ
に
よ
り
叉
後
者
は
色
電
球
に
よ
っ

て
夫
々

三
色
の
光
を
得
た
。
色
の
愛
化
郎
ち
負
荷
の
制
御
は
格
子
制
御
異
空
管

に
よ
っ
て
行
は
れ
る
こ
と
は
、
共
同
ピ
ル
の
揚
合
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。

東
京
室
町
の
三
越
屋
上
の
塔
の
照
明
を
高
座
水
銀
燈
を
以
て
す
る
こ
と
が
研

究
せ
ら
れ
、
昭
和
十
年
八
月
其
貫
験
守
行
ひ
好
結
果
を
得
た
か
ら
、
近
く
賓
施

せ
ら
れ
る
こ
と

で
あ
ら
う
。

叉
庭
問
照
明

に
高
座
水
銀
燈

を
使
用
し
た
最

初
の
例
が
東
京

目
黒
雅
叙
図
に

よ
っ
て
試
み
ら

-こ
o
H
:つ
』詰

オ・サ
J

白

U.1-c戸川

座
水
銀
燈
投
光

器
一

O
個
と
ボ

ー
ル
ヘ
ッ
ド
に

水
銀
燈
を
取
付

け
た
も
の
三
個

と
に
よ
っ
て
、

園44 第

同
所
庭
園
の
照
明
に
充
て
た
も
の
で
)
今
後
の
流
行
の
端
緒
を
開
い
た
も
の
と

い
ふ
こ
と
が
出
来
る。

夜
間
ス
ポ
ー
ツ

の
流
行
と
共
に

ス
ポ
ー
ツ
照
明
の
重
要
視
せ
ら
れ
来
っ
た
『
)

と
は
、
早
稲
田
球
揚
の
照
明
以
来
一
般
の
常
識
と
な
っ
大
が
、
昭
和
十
年
の
夏

に
行
は
れ
た
日
米
水
上
大
命
日
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
照
明
に
は
、
臨
時
的
に
高
座
水

で
あ
る。

銀
燈
を
使
用
し
て
好
評
を
得
た
た
め
、
本
年
は
こ
れ
を
正
式
の
施
設
と
す
る
筈

回
、
工
場
照

明

工
揚
照
明

の
新
傾
向
と
し

て
は
明
視
論
の

認
め
ら
る
冶
に

東京目黒雅叙闘 の高座水銀燈投光 j照明

件
ひ
、
局
部
照

明
を
杢
一般
照
明

と
併
用
す
る
施

設
が
多
く
な
っ

て

来

た

こ

と

と
.
高
座
水
銀

燈
ぞ
工
場
照
明

用
の
光
源
に
採

用
す
る
こ
と
と

が
主
な
る
も
の
と
言
ひ
得
ゃ
う
。

第 45 I司

東京目黒雅叙闘 の高座水 銀燈庭問 !照明

五
、
慶
告
照
明

後
者
は
日
本
フ
ォ

ー
ド
曾
駐
、
芝
浦
製
作
所
等
に
其
例
が
見
ら
れ
る
。

ネ
オ
ン
管
を
使
用
す
る
庚
告
照
明
も
柏
下
火
の
観
は
あ
る

却
却
川新タツマ20 



固

南満がH電気株式合間-

i此屋のネオン管サイン

47 第

第 48 匝i

東京目黒雅叙闘の潟場

一
か
、
近
年
各
地
に
見
ら
れ
る
町
曾
ネ
オ
ン
は
、
今
後
も
尚
相
山
口
回
普
及
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。
其
一
例
と
し
て
大
連
市
連
鎖
街
常
磐
遁
に
行
は
れ
た
町
曾
ネ
オ
ン
を

第
四
六
固
に
御
紹
介
す
る
。

こ
れ
は
総
数
二

O
個
、
ネ
オ
ン
管
の
全
長
四
八
六
米
、
こ
れ
に
一
五
、

0
0

O
ヴ
オ
ル
卜
の
愛
墜
器
四

O
個
が
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
。

同
じ
く
大
連
市
常
磐
橋

ω南
満
洲
電
気
株
式
命
日
一
耽
の
枇
屋
に
も
ネ
オ
ン
管
サ

イ
ン
が
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
其
入
口
に
は
白
色
ネ
オ
ン
管
を
厚
板
ガ
ラ
ス

中
に
入
れ
た
所
謂
ボ
ラ
ラ
イ
ズ
ド
@
サ
イ
ン
が
取
付
け
ら
れ
で
あ
る
外
.
祉
屋

外
廓
に
は
四
五

O
米
飴
の
・
不
オ
ン
管
が
用
ひ
ら
れ
、
叉
看
板
と
し
て
一
五

O
米

21 
却
抑
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ば
か
り
の
も
の
が
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
。

六
、
鶏
場
照
明
人
工
光
源
に
よ
る
京
揚
照
明
は
、
蛍
初
は
京
巽
電
球
を
取

付
け
た
ス
タ
ン
ド
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
近
来
は
器
問
先
面
を
大
、
ぎ
く
す

る
た
め
、
壁
、
天
井
等
に
つ
く
り
つ
け
に
し
た
も
の
が
次
第
に
出
来
て
来
大
。

其
一
例
と
し
て
最
も
大
規
模
の
も
の
は
東
京
目
黒
区
所
在
の
雅
叙
閣
の
京
揚
で

二
五
O
ワ
ッ
ト
の
小
型
家
具
電
球
四
六
個
を
壁
、
天
井
に
明
込
ん
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
照
明
の
制
御
を
な
し
得
る
大
震
光
面
が
得
ら
れ
る
誇
で
、
今
後
此

方
面
の
設
建
が
期
待
せ
ら
れ
る
。

七
、
室
外
線
照
明

銭
遁
切
片
付
費
揚
等
℃
施
設
せ
忘
れ
た
こ
主
は
h

一人出
'其
例
に
乏
し
く
な
い
が
、
昭

和
十
年
の
施
設
と
し
て
最
も
人
目
を
惹
い
た
も
の
は
、
東
京
銀
座
の
服
部
時
計

董
外
線
照
明
が
識
者
の
認
む
る
所
と
な
り
、
地
下
室
、

底
地
下
室
に
於
け
る
レ
コ
ー
ド
費
揚
の
照
明
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
特
に
設
計
せ
ら
れ
た
器
具
を
用
ひ
、
下
部
に
水
銀
パ
イ
タ
ラ
イ

ト
、
上
部
に
ア
ル
ミ
ニ
ワ
ム
。
エ
ッ
チ
ン
グ
面
の
反
射
器
を
取
附
け
、
其
上
に

第 49 岡

服部時計百 の地下室の照明

園
筒
賦
の
す

き
が
け
ガ
一
フ

ス
を
取
付
け

た
も
の
、

五

O
ワ
ヅ
ト

の
水
銀
パ
イ

タ
ラ
イ
ト
ラ

ン
プ
と
四

O

ワ
ッ
ト
の
ガ

ス
入
電
球
が

使
用
せ
ら
れ
て
、
責
用
、
鰹
裁
粂
備
の
も
の
と
い
ふ
二
と
が
出
来
や
、
フ
。

照
明
知
識
普
及
機
関
と
し
て
マ
ツ
ダ
照
明
製
校
が
、
我
図

八
、
照
明
教
育

最
初
の
照
明
皐
校
の
名
を
冠
し
て
か
ら
既
に
十
年
の
歳
月
を
閲
し
た
。
此
聞
の

斯
界
の
稜
濯
に
就
て
は
弦
に
棲
言
を
要
し
な
い
。
同
事
校
は
其
使
命
盆
々
重
き

を
痛
感
し
、
近
く
大
改
造
を
行
ふ
こ
と
〉
な
っ
た
由
で
あ
る
-
か
、
改
造
後
の
機

能
の
地
四
充
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

昭
和
六
、
七
、
八
、
九
、
十
年
に
於
け
る

マ

ツ

ダ

照

明

皐

校

参

観

者

数

第
五
表

年 [10年

1 539 553 916 877 

2 828 780 1，450 1，734 1，321 

J 1，018 1，100 1，310 1，617 1，977 

4 995 1，124 1，013 1，677 1，787 

3 1，275 1，062 1，836 1，928 1，639 

6 1，212 2，450 1，960 2，457 1，725 

7 904 644 614 1，012 1，223 

8 262 300 740 778 898 

9 500 505 814 941 1，084 

10 1，040 1，259 1，179 1，344 

11 1.100 2，461 1，908 1，S20 1，632 

12 185 678 376 656 

9，858 12，916 14，130 16，580 (16，111) 

最
後
に
マ
ツ
グ
照
明
皐
校
の
入
揚
者
数
を
記
録
し
て
、
本
項
を
柊
る
こ
と
〉

す
る
。
即
ち
昭
和
十
年
十
二
月
を
以
て
柊
る
一
年
間
に
は
(
十
二
月
を
前
年
と

同
教
と
見
倣
し
て
)

一
六
、
七
六
七
名
の
多
数
で
あ
っ
て
、
前
年
同
期
に
比
し

て
四
六
七
名
の
増
加
に
相
話
す
る
。

(

了

)

却
却
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明
視
払
測
に
封
十
ノ
る
諸
名
士
の
御
感
想
(
掲
載
御
到
着
順
)

明
燈
明
視
運
動
に

濁
す
ノ
る
希
芝山

W 
J -

明
燈
明
一
腕
運
動
が
我
園
で
も
盛
~
に
お
『
」
さ
れ
て
か

ら
、
所
謂
明
覗
論
も
か
な
り
人
々
の
聞
に
惇
へ
ら
れ

理
解
さ
れ
る
や
う
に
な
り
、
照
明
が
今
迄
よ
り
は
一

唐
堅
い
基
に
立
っ
て
考
へ
ら
れ
る
気
運
を
臨
し
出
し

た
こ
と
は
誠
に
結
構
な
『
)
と
で
あ
る
。

明
腕
論
を
讃
ん
で
或
は
そ
の
話
を
聴
い
て
ゐ
て
何

時
で
も
感
宇
る
所
は
、
高
い
照
度
の
値
宇
一
奨
め
る
の

に
念
で
、
そ
の
揚
合
に
山
口
回
然
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
傑
件
を
簡
略
に
し
て
了
ふ
か
、
全
く
鰯
れ

な
い
で
ゐ
る
傾
向
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

肱
輝
は
必
し
も
光
源
の
み
に
よ
り
は
し
な
い
。
艶

の
あ
る
紙
か
ら
反
射
す
る
光
に
よ
っ
て
も
お
『
)
る
。

照
度
が
高
い
ほ
ど
そ
の
現
象
が
多
く
あ
ら
は
れ
る
で

あ
ら
う
。
ま
た
肱
輝
の
他
に
光
漆
の
影
響
も
あ
る
に

ち
が
ひ
な
い
。
物
を
奨
に
見
る
の
に
明
る
く
照
ら
せ

ば
照
ら
す
ほ
ど
よ
い
と
云
ふ
観
念
を
改
め
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
現
在
の
明
視
論
は
未
完
成
で
あ
る
。

明
燈
明
視
運
動
か
異
に
園
民
の
一
晴
利
の
た
め
に
行

は
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
擦
と
な
る
べ
き
明

視
論
に
再
検
討
を
行
ふ
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
日

本
人
の
眼
は
欧
米
人
の
眼
よ
り
も
優
れ
て
ゐ
る
と
云

は
れ
る
。
気
候
天
候
も
ア
メ
リ
カ
と
ち
が
ふ
。
イ
ギ

リ
ス
に
於
け
る
着
貫
な
研
究
の
態
度
を
私
は
皐
び
た

い
と
思
ふ
。

明
燈
明
視
運
動
で
人
々
の
関
心
を
照
明
に
持
っ
て

編

韓

来
る
の
は
誠
に
結
構
に
は
ち
が
ひ
な
い
が
、
明
り
の

正
し
い
使
ひ
方
の
指
導
に
迄
及
ぶ
『
)
と
を
望
ん
で
や

ま
な
い
。間

切
隊
出
一
閉
山
川
羽
侃
沼
崎
科
到

園

友

京

節
陥

従
来
吾
々
共
が
顧
客
に
お
勧
め
し
た
照
明
の
照
度

は
擦
慮
は
あ
っ
た
と
は
言
へ
、
科
皐
的
に
立
脚
じ
眼

の
生
理
上
よ
り
正
し
き
照
明
と
い
ふ
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
云
ふ
事
が
、
米
園
の
ル
ツ
キ

l
シ
ユ
博
士
の

明
税
論
に
よ
っ
て
判
り
、
照
明
に
劃
期
的
の
衝
動
を

典
へ
た
誇
で
、
今
後
は
正
し
き
照
明
に
よ
っ
て
家
庭

に
於
て
も
近
視
を
防
ぎ
、
商
屈
に
於
て
も
商
品
に
封

す
る
視
覚
を
正
確
な
ら
し
め
、
工
場
に
於
て
も
職
工

却
却
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の
限
の
衛
生
に
遁
じ
、
視
神
経
の
異
賦
に
よ
り
て
起

る
べ
き
諸
症
を
防
過
す
る
事
が
出
来
る
や
う
に
な
っ

て
行
く
事
と
思
ひ
ま
す
。

今
夏
な
が
ら
各
方
面
の
研
究
が
欧
米
に
凌
駕
せ
る

我
園
に
於
て
、
彼
氏
に
先
じ
て
之
を
宣
唱
せ
ら
れ
な

か
っ
た
か
と
い
ふ
や
う
な
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

今
や
関
東
関
西
の
大
都
市
に
於
て
起
念
速
力
を
以

て
明
燈
明
視
運
動
が
行
は
れ
て
お
り
.
自
然
田
舎
の

都
合
日
ま
で
も
之
れ
に
歩
調
を
合
す
べ
く
、
弊
祉
に
於

て
は
先
づ
社
員
に
充
分
な
知
識
を
備
へ
さ
せ
て
、
顧

客
に
徹
底
す
る
様
な
説
明
の
出
来
る
や
う
に
し
、
本

支
社
所
属
営
業
所
の
飾
窓
に
は
っ
明
視
ス
タ
ン
ド
し

を
陳
列
し
て
照
度
の
関
係
を
園
一示
し
、
供
給
匝
域
内

に
年
々
恒
例
と
し
て
数
同
に
亘
り
行
は
る
〉
各
種
展

覧
曾
に
出
陳
し
て
、
大
衆
に
照
度
向
上
の
必
要
を
叫

ぴ
、
更
に
顧
客
の
家
庭
に
進
出
し
て
勧
誘
を
試
み
、

勝
来
一
唐
照
明
と
い
ふ
も
の
に
至
大
の
関
心
を
持
っ

て
貰
ふ
事
に
し
た
い
と
計
劃
し
て
居
る
弐
第
で
あ
り

ま
す
。哨

管
州
説
仰
向
』
喧
ム
斗

L
-
Kマ

jr

r

汗
仲

岳
写

ゆ

A 

何
の
ム

1
ヴ
メ
ン
ト
に
し
て
も
同
じ
で
あ
る
が
、

現
賦
か
ら
少
し
計
り
向
上
さ
せ
る
と
か
、
改
善
さ
せ

る
と
か
い
ふ
風
に
考
へ
て
、
そ
れ
を
根
気
よ
く
繰
り

返
へ
し
て
行
く
の
が
最
も
賢
明
な
方
法
百
と
思
ふ
。

然
し
、
賓
際
運
動
の
衝
に
蛍
る
人
は
、

そ
ん
芯

な
ま
ぬ
る
い
事
で
承
知
が
出
来
な
い
の
が
常
で
、
大

抵
、
理
想
的
な
数
字
や
保
件
を
、
ゆ
い
と
か
つ
ぎ
廻

る
も
の
で
あ
る
。
明
燈
明
視
運
動
に
し
た
慮
で
、
推

奨
照
度
を
通
り
越
し
た
理
想
の
数
値
を
持
ち
廻
っ
て

居
る
。
大
都
市
の
中
心
地
帯
な
ら
ば
、
や
や
そ
れ
に

迫
つ
い
て
行
か
う
か
位
の
気
持
は
出
る
か
も
知
れ
ぬ

が
一
歩
地
方
に
出
か
け
る
と
、
そ
れ
は
丸
で
、
す
つ

陪
ん
が
月
争
一
眺
め
る
様
に
、
こ
の
世
の
中
の
運
動
と

思
は
な
い
も
の
に
見
え
て
居
る
。
つ
ま
り
、
一
般
は

無
関
心
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

田
舎
の
人
を
都
舎
に
つ
れ
て
来
て
、
夜
曾
服
を
着

て
踊
っ
て
居
る
舞
踊
曾
を
見
せ
、
こ
れ
が
行
く
べ
き

遁
だ
と
見
せ
た
慮
で
、
田
舎
の
人
は
決
し
て
自
分
を

教
へ
て
呉
れ
て
居
る
と
は
思
は
な
い
と
同
じ
で
あ
る

明
燈
明
視
運
動
に
し
て
も
、
常
に
大
衆
を
引
き
宇

っ
て
行
く
た
め
に
は
、
大
衆
と
の
距
離
を
引
っ
放
な

し
て
は
い
か
な
い
。
ポ
ス
タ
ー
一
枚
に
し
て
も
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
一
枚
に
し
て
も
、
こ
の
黙
を
考
へ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
東
京
の
ま
ん
中
に
も
、
沖
縄
の
一
孤
島
に

も
同
じ
ポ
ス
タ
ー
で
は
.
異
に
熱
あ
る
、
異
面
白

な
、
努
力
的
な
ム

l
ヴ
メ
ン
ト
で
は
な
い
。

本
堂
を
建
立
す
る
借
さ
ん
達
が
托
鉢
を
す
る
気
持

で
、
運
動
を
績
け
る
人
達
に
期
待
を
か
け
る
者
の
一
‘

人
で
あ
る
。
明
視
運
動
仁
就
て
ぶ
重
次
似

明
視
運
動
は
一
つ
の
園
民
保
健
運
動
で
あ
る
か
ら

園
民
の
保
健
衛
生
に
関
係
を
有
す
る
人
々
が
、
此
の

運
動
の
精
一
柳
を
充
分
に
理
解
し
て
、
其
の
徹
底
に
努

力
せ
な
け
れ
ば
充
分
な
る
放
果
を
奉
ぐ
る
事
は
出
来

な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
明
視
論
は
最
近
に
毅
達
し
た
事
問
で
あ
っ

て
、
之
れ
に
閲
す
る
充
分
な
る
知
識
を
有
す
る
人
が

極
め
て
少
な
く
.
従
て
現
在
我
園
に
於
て
此
の
運
動

に
力
を
添

へ
て
居
る
人
は
、
主
と
し
て
管
業
上
此
の

運
動
の
震
に
何
等
か
の
利
盆
を
得
ら
れ
相
な
人
々
で

あ
る
震
に
、
或
は
且
(
鰹
的
に
謂
へ
ば
電
燈
供
給
事
業

者
が
主
と
し
て
此
の
運
動
に
携
っ
て
居
る
が
篤
に
、

明
視
運
動
と
は
高
燭
勧
誘
運
動
で
あ
る
と
か
、
夏
に

甚
だ
し
き
に
至
つ
て
は
明
視
ス
タ
ン
ド
の
宣
惇
運
動

で
あ
る
か
の
如
き
誤
解
を
受
け
る
事
の
あ
る
許
り
で

な
く
、
此
の
運
動
に
携
っ
て
居
る
人
、
夫
れ
自
身
の

内
に
斯
る
誤
解
を
抱
く
者
の
あ
る
の
は
、
此
の
運
動

の
正
し
き
設
建
の
震
に
誠
に
遺
憾
に
堪
え
な
い
弐
第

で
あ
る
0

4
・

勿
論
結
果
論
か
ら
見
ね
ば
、
明
瞭
運
動
は
高
燭
勧

25 報事タサマ



誘
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
其
の
本
来
の
主
旨
は

正
し
き
光
の
使
ひ
方
に
謝
す
る
啓
蒙
運
動
で
あ
り
、

そ
の
目
的
は
園
民
の
保
健
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
っ
て
.
必
示
し
も
電
燈
照
明
に
限
っ
た
事
で
は

な
く
、
叉
燭
光
増
加
で
も
な
い
事
は
謂
ふ
迄
も
な

い
。
新
し
い
運
動
が
色
々
の
誤
解
を
受
け
る
事
は
在

り
勝
の
事
で
は
あ
る
が
、
何
事
に
於
て
も
飴
り
に
結

果
を
念
ぎ
過
ぎ
る
時
に
は
、
兎
角
行
達
ひ
を
生
じ

τ

結
局
目
的
を
達
し
難
い
事
は
往
々
に
し
て
見
る
蕗
で

あ
る
。明
硯
運
動
に
就
て
謂
え
ば
先
づ
以
て
、
此
の
運
動

に
携
る
人
々
に
明
硯
論
争
}
熟
知
せ
し
む
る
事
が
念
務

で
あ
っ
て
、
此
の
貼
些
一
か
現
賦
に
紋
け
て
居
る
鹿
が

無
い
だ
ら
う
か
。

明
J

彬
r

州
川
技
d

九

Lj乍
得
仏
、
山

志
向
慢
し
令
官

明
燈
明
視
運
動
は
之
れ
を
園
家
的
運
動
と
見
る
事

が
出
来
る
。
郎
ち
之
れ
に
よ
っ
て
需
用
家
の
照
明
知

識
は
向
上
じ
、
従
っ
て
図
民
の
保
健
上
に
貢
献
す
る

鹿
決
し
て
砂
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

同
時
に
吾
々
業
者
を
盆
す
る
こ
と
も
亦
甚
大
で
あ

る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

然
し
て
此
運
動
は
必
ホ
ノ
や
上
中
下
唐
の
金
需
用
家

に
及
惜
し
、
其
の
賓
現
も
亦
全
般
に
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
』
鹿
が
此
運
動
は
必
然
的
に
燐
力
向
上
、
卓

上
竜
燈
の
増
設
等
を
貫
行
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
仮
令
其
額
は
少
で
も
兎
も
角
も
「
金
の
か
〉
る
し

事
ぞ
強
調
す
る
'事
に
な
っ
て
来
る
。
此
の
揚
合
之
れ

に
共
鳴
、
賓
行
す
る
も
の
は
果
し
て
ど
れ
だ
け
あ
る

で
あ
ら
う
か
。
恐
ら
く
中
産
階
級
以
上
の
需
用
家
に

限
ら
れ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
。

明
視
は
凡
ゆ
る
階
級
に
必
要
で
あ
る
が
、
明
燈
は

一
部
に
限
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
本
運
動
の
意
義
は
、

宇
ば
以
上
波
却
さ
れ
て
し
ま
は
な
い
だ
ら
う
か
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
理
想
的
照
明
方
法
を
一
説
く
事
は

勿
論
で
あ
る
が
、
先
づ
其
賓
行
方
法
は
、
枇
曾
の
各

唐
毎
に
達
へ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
的
も

一
、
現
在
燭
力
の
佳
天
井
燈
を
低
く
吊
下
け
て
、
局

部
的
に
高
照
度
告
と
ら
し
む
る
事
。

一
文
字
笠
に

は
紙
片
ぞ
貼
り
下
け
て
肱
輝
を
防
ぐ
事
。

(
以
上

下
唐
階
級
〉

二
、
安
債
な
卓
上
篭
燈
を
使
用
せ
し
む
る
事
、
・
次
い

で
高
燭
天
井
燈
を
併
用
せ
し
む
る
事
。

三
、
明
視
ス
タ
ン
ド
の
使
用
と
高
燭
天
井
燈
と
を
併

用
せ
し
む
る
事
。
(
以
上
二
|
三
の
方
法
は
中
、

上
屠
階
級
〉

勿
論
第
一
の
方
法
は
業
者
と
し
て
は
、
一
見
採
る

べ
か
ら
ざ
る
方
法
な
る
か
の
如
き
も
.
是
れ
が
や
が

て
増
燈
増
燭
の
必
要
を
痛
感
せ
し
む
る
事
と
な
り
、

第
二
は
第
三
の
方
法
へ
導
く
階
梯
と
な
る
の
で
あ
る

と
信
宇
る
も
の
で
あ
る
。

.:;、

‘. 

一
つ
の
運
動
を
篤
す
に
蛍
句
、
徒
白
に
理
想
に
走

り
、
大
な
る
針
債
を
直
に
得
ん
と
す
る
が
如
き
は
、

蓋
し
近
腕
眼
者
流
の
篇
す
事
で
あ
っ
て
.
却
て
大
な

る
牧
穫
は
期
待
し
得
ら
れ
な
い
。
筆
者
は
心
の
近
視

眼
に
謝
し
て
「
明
頭
明
腕
し
運
動
を
自
己
の
心
に
行

ふ
て
、
金
需
用
家
唐
を
冷
静
に
怖
倣
し
、
以
上
の
如

く
思
惟
し
た
。
然
し
て
勝
来
の
大
成
を
期
し
て
ゐ
る

次
第
で
あ
る
。
(
一

O
、
一
二
、
七
稿
〉

間
切
燈
明
視
運
動
仁
就
て

問

倉

み
~

明
燈
明
視
運
動
は
異
に
現
在
の
我
園
に
釘
し
て
、

時
期
を
得
た
る
運
動
と
思
は
れ
る
。

一
般
人
士
に
各
家
庭
に
於
け
る
電
燈
の
正
し
き
使

用
方
法
を
指
示
し
.
建
康
上
必
要
な
る
照
度
を
血
〈
へ

る
電
球
を
使
用
せ
し
む
る
と
同
時
に
、
肱
輝
の
問
題

に
就
て
も
、
こ
れ
を
充
分
に
知
ら
し
む
る
事
が
必
要

で
あ
る
。

街
工
揚
、
商
底
、
其
他
一
般
に
照
明
の
臆
用
さ
れ

る
方
面
に
封
し
て
も
、
明
視
論
と
同
一
理
論
の
下
に

運
動
を
起
す
事
が
、
こ
の
際
と
し
て
は
特
に
必
要
で

あ
る
と
思
は
れ
る
。
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爾

冬

賓

の
守

¥屋

避
暑

に
水
浴
に
、
舟
遊
に

販
は
っ
た
松
花
江
も

今
は
汽
車
で
も
砲
事
で
も
一
辿
れ
き
う
な

厚

い
氷
に
と
ざ
さ
れ
て
眠
っ
て
居
る

部
く
積
っ
た
粉
雲
を
か
き
の
け
れ
ば

到
る
所
が
ス
ケ
ー
ト
場
だ

孔
を
あ
け
て
魚
を
と
る
も

の
も
あ
る

ま
た
氷
は
四
通
八
達
便
利
な
往
来
だ

遠
く
一
一
一
々
五
々
遊
歩
の
人
が
見
え
る

橋
上
に
は
今
し
も
、
図
際
列
車
が

勇
し
く
白
煙
を
あ
げ
て
通
る

謹

三

民

撮

影
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品
収
の
"
門
松
昨
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挨
拶
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述
皮
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h
V

伶
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市
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丘
候
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十
勾
十
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車

京

吃

鼠

株

式

骨

私

刷

件

弘

津

守

笠 tjぇ

匂
F喜

明

観

議

主主
Eヨ

実日

及

昨
年
度
に
於
て
我
園
照
明
界
に
彰
併
と
し
て
接
頭
し
た

明
現
知
識
の
普
及
運
動
は
、
昨
年
の
後
半
期
を
そ
の
準
備

に
費
し
、
本
年
に
持
ち
越
さ
れ
て
、
愈
々
白
熱
化
の
活
況

を
呈
せ
ん
と
し
て
居
る
。

醗
っ
て
海
外
の
情
勢
を
綜
合
し
て
考
察
す
る
と
、
我
閣

の
本
運
動
は
地
理
的
(
面
積
の
狭
小
)
及
び
電
気
(
電
燈
)

の
普
及
密
度
、
事
童
の
負
荷
程
度
、
近
視
眼
の
高
率
等
の

理
由
か
ら
、
明
燈
に
就
て
の
理
解
徹
底
が
透
か
に
欧
米
人

よ
り
有
利
な
地
位
に
あ
る
か
ら
、
此
運
動
の
出
教
は
多
少

涯
れ
て
居
る
翻
は
あ
る
が
、
其
成
功
は
等
ろ
我
闘

ω方
か

早
く
徹
底
し
.
其
牧
獲
も
大
で
あ
ら
う
と
田
山
は
れ
る
。

比
un

H
凶

Y
ボ
J挨の長祉

性
ド
.ポドのてν

 

つに職
我
園
に
於
け
る
明
燈
明
視
運
動
に
は
、
我
社

両
，
は
逸
早
く
参
加
し
て
各
方
面
に
向
っ
て
努
力
し

閥
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
昨
年
末
に
設
表
し
た

明

司
明
視
商
戦
L

は
最
も
時
宜
に
遁
し
た
計
劃
で

あ
る
と
信
宇
る
。

。
抑
も
明
視
運
動
が
斯
く
も
大
衆
の
支
持
を
受

け
る
理
由
や
検
討
し
て
見
る
と
、
従
来
照
明
皐

上
に
於
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
居
る
照
度
は
、

そ
れ
を
測
定
し
、
其
数
値
守
一
般
大
衆
に
指
示

運

重tJj，

す
る
事
は
困
難
否
な
卒
ろ
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
光
電
池

腹
用
の
照
度
計
が
製
作
さ
れ
る
に
至
り
、
高
人
に
一
目
瞭

然
、
昭
一
度
の
数
値
を
示
し
、
且
つ
こ
れ
を
臆
用
じ
て
自
己

が
遁
蛍
と
信
十
る
照
度
を
自
ら
賓
測
し
得
る
明
規
照
度
検

定
器
の
完
成
す
る
に
及
ん
で
、
大
衆
は
翁
然
と
し
て
其
重

要
性
を
看
取
す
る
に
至
っ
た
。
照
度
計
と
照
度
検
定
器
の

出
現
か
明
視
運
動
を
成
功
に
導
く
第
一
線
に
於
て
演
宇
る

役
割
は
、
蓋
し
特
筆
に
値
す
る
も
の
と
信
宇
る
。

弐
い
で
出
現
し
た
の
が
明
硯
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
。
明
腕

論
の
教
ふ
る
慮
に
よ
れ
ば
、
讃
書
其
の
他
家
庭
内
に
於
て

相
官
細
密
な
仕
事
を
な
じ
得
る
照
度
は
、
一

O
O乃
至
五明r見スタンド 宣 侍Jポスター
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0
0
ル
ク
ス
の
範
園
を
必
要
と
す
る
。
此
値
は
貫
験
、

上
の
結
果
か
ら
誘
導
さ
れ
た
も
の
で
、
諸
外
園
の
例

を
見
て
も
、
我
園
の
例
と
殆
ん
ど
同
じ
く
大
差
は
認

め
ら
れ
な
い
。

此
様
な
照
度
を
得
る
に
は
、
経
済
的
見
地
か
ら
云

っ
て
，
局
部
照
明
の
方
法
に
依
ら
な
け
れ
ば
到
底
得

ら
れ
な
い
。
此
目
的
を
達
成
す
る
に
は
明
視
ス
タ
ン

ド
は
最
も
遁
蛍
の
も
の
と
看
倣
さ
れ
て
居
る。

而
し

て
本
ス
タ
ン
ド
は
肱
輝
と
か
針
比
と
か
の
僚
件
を
考

慮
に
入
れ
、
高
さ
、
笠
の
大
さ
、
掻
散
翠
等
を
規
定

さ
れ
て
居
る
が
、
貫
際
上
吾
人
が
必
要
と
す
る
被
照

面
積
上
に
前
掲
の
照
」
肢
を
得
ょ
う
と
す
る
に
は
、
一

O
O
ワ
ッ
ト
の
電
球
を
必
要
と
す
る
。

然
し
な
が
ら
従
来
の
一
般
需
用
家
の
貫
情
に
照
ら

し
て
、
ス
タ
ン
ド
に
一

O
O
ワ
ッ
ト
電
球
を
用
う
る

事
は
確
か
に
大
愛
革
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
だ

け
の
必
要
は
知
っ
て
居
て
も
、
貫
行
上
に
は
種
々
の

困
難
が
件
ふ
。
且
つ
叉
、
夜
間
に
於
て
も
讃
書
の
み

な
ら
宇
、
談
笑
の
時
間
.
遊
戯

ω時
間
等
.
必
」
少
し

も
推
奨
照
度
を
固
守
す
る
必
要
は
な
か
ら
う
・
。

日
疋
等
を
考
慮
し
て
出
現
し
た
の
が
マ
ツ
ダ
明
視
ス

タ
ン

ド
で
あ
っ
て
、
四

O
、
パ

O
、

一
O
O
ワ
ッ
ト

の
三
段
に
切
替
へ
ら
れ
、
必
要
に
臆
じ
許
さ
れ
得
る

限
度
に
照
度
を
調
節
し
、

一
O
O
ワ
ッ
ト
の
ス
タ
ン

ド
に
謝
す
る
一
般
大
衆
の
経
済
的
の
調
和
黙
を
見
町

さ
ん
と
し
て
居
る
。

。
明
硯
運
動
と
明
視
ス
タ
ン
ド
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
、

本
運
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
、
誠
に
絶
好
の
コ
ン

ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
燈
明
視
の
ア

イ
デ
ア
は
明
硯

ス
タ
ン
ド
に
依
っ
て
、
最
も
簡
軍
に
而
も
極
め
て
明

確
に
一
読
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

故
ア
メ
リ
カ
で
は
明
視
ス
タ
ン
ド
は
明
視
論
の
ア
イ

デ
ア
と
し
て
販
責
す
べ
き
も

ωと
の
断
言
さ
へ
下
さ

れ
て
居
る
程
で
あ
る
。

『
」
れ
に
よ
っ
て
明
視
の
照
度
が
如
何
程
の
も
の
で

あ
る
か
を
知
悉
し
た
大
衆
は
、
次
に
何
を
要
求
す
る

で
あ
ら
う
か
。

一
、
ス
タ
ン
ド
を
使
用
し
得
な
い
定
格
需
用
家
は

従
量
へ
の
轄
換
を
希
望
す
る
で
あ
ら
う
。

二
、
従
来
使
用
の
ス
タ
ン
ド
の
債
値

を
ハ
ツ
キ
リ
認
識
す
る
で
あ
ら
う

三
.
工
場
に
於
て
も
濁
特
の
ス
タ
ン

ド
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

四
、
ス
タ
ン
ド
の
使
用
不
通
話
な
工

揚
、
商
底
、

事
務
所
等
に
於
て

は
、
全
般
的
照
明
向
上
の
気
運
に

向
ふ
で
あ
ら
う
。

五
、
重
間
照
明
の
不
足
な
箇
所
が
問

題
と
な
り
、
重
聞
だ
け
使
用
の
屋

内
に
も
電
燈
設
備
の
必
要
が
叫
ば
れ

る
に
至
る

で
あ
ら
う
。

六
、
斯
く
し
て
一
般
照
度
が
向
上
し
.
夏
に
進
ん

で
電
気
に
関
す
る
一
般
公
衆
の
関
心
が
深
め
ら

れ
、
其
需
要
が
増
進
し
、
街
路
、
公
園
、
競
技

場
等
の
夜
間
照
明
の
改
善
に
ま
で
進
展
す
る
で

あ
ら
う
。

以
上
の
如
き
諸
項
は
何
れ
も
明
視
運
動
に
依
っ
て

促
進
さ
れ
る
と
同
時
に
、
夏
に
一
一
唐
の
稜
展
を
途
る

に
至
る
で
あ
ら
う
-
。

我
祉
は
マ
ツ
グ
ラ
ン
プ
、
明
視
ス
タ
ン
ド
、
照
度

計
.
照
度
険
定
器
.
其
他
の
照
明
器
具
の
製
造
販
責

元
と
し
て
、
叙
上
の
趨
移
に
甚
大
な
る
関
心
を
有
す

る
と
共
に
、
絶
え
や
ノこ
れ
等
に
封
臆
す
る
諸
準
備
に

腐

心

し

て

居

る

の

で

あ

る

。

(

柊

〉

視力愛護宣惇j目ポスター
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日

本

歌

公理

今

回
J(.!，、

む
Y

し

い

「

一

へ

ば

噂

昔

何

日

の

世

か

文

明

日

文

化

の

華

に

酔

ひ

痴

れ

し

遁

義

飢

れ

し

り

ず

-
A
Z
く

く

る

私

利

梁

慾

に

狂

ひ

っ

ぅ，

せ
い

お

う

せ

ん

う

ん

西

欧

今

や

戦

雲

の

々

す

-

に

進

む

と

も

て

人

隠

り

ひ

く

た

ず
よ

苛
ざ
し

低

く

漂

ふ

兆

あ

り

こ

ん

と

ん

だ

世

は

混

沌

に

堕

せ

ん

と

す

四

藤

輝

海

を

け

俺

ひ

し

は

あ

・

き

い

ら

う

き

げ

鳴

呼

材

狼

は

血

に

叫

び

ペコ

醜i腐」、

悪?肉f
見に

る集2
J、

餓>>，

虎こ

0) 

群E

に

控

え

宇

し

ひ

苛

抽

う

う

づ

観

林

山

野

を

埋

め

うh

軍
一
柳

修

羅

に

荒

れ

ん

と

す

し
ん

し

畑

う

げ

つ

普

今

紳

洲

は

販

起

し

ぬ

抽

め

あ

だ

平

和

の

夢

も

仇

あ

れ

や

ム;

て

-、.. ‘ :急会. .--
の

言者

光

光
彦
と
書
い
て
「
と
う
じ
ん
」
と
積
む
。
惨
と
は
、

し
み
出
す
と
か
、
し
み
過
る
と
か
い
ふ
時
に
使
ふ
字
だ

が
光
が
し
み
る
と
は
?

明
る
い
も

の
が
、
そ

の
本
統

の
大
さ
よ
り
も
大
き
く
見
え
る
現
象
だ
。

白
地
に
黒
い
正
方
形
u

ど
描
い
た

の
と
、
黒
地
に
白
い

正
方
形
を
抜
い
た

り
と
較
べ
る
と
、
同
じ
大
さ
な
ら
後

者
の
方
が
大
き
く
見
え
る
。

白
い
す
ぢ
と
黒
い
す
ぢ
と
を
交
互
に
列
べ
た
場
合
に

白
い
す
ぢ

の
方
が
黒
い
す
ぢ
よ
り
も
.太
〈
見
え
る
。

同
じ
柱
も
背
景
が
明
る
い
と
細
く
見
え
る
し
、
暗
い

と
大
く
見
え
る
。
又
長
い
柱
だ
と
農
中
途
が
細

〈

〈

び
れ
た
感
じ
に
見
え
る

の
で
、
幾
分
ふ
く
ら
み
を
つ
け

て
お
く
。
と
れ
は
「
エ
ン
タ
シ
ス
」
と
稀
し
、
既
に
ギ

リ
シ
ヤ
、
ロ

1

マ
の
古
建
築
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
我
図
に
も
古
〈
か
ら
そ

の
例
が
あ
っ
て
、
大
和
の

法
隆
寺
そ

の
他
は
と
れ
で
あ
る
。

物
指
か
何
か
国
民
直
な
も

の
を
光
源
の
前
に
か
ざ
し
て

み
る
と
、
長
直
な
筈
の
物
指
の
縁
は
、
え
ャ
り
取
ら
れ

た
恰
好
と
な
っ
て
見
え
る
。

直
一
空
電
球
の
織
傑
ち
見
る
と
、
消
え
て
ゐ
る
時
は
制

い
が
、
つ
く
と
太
く
な
る
。

ζ

れ
等
は
光
彦

の
現
象
の

却
知
川新タツてl30 



五

八

け
A

こ
t

建

園

二

千

六

百

年

昔

み

ピ

ん

せ

い

あ

っ

君

仁

政

に

厚

く

し

て

こ

こ

4

ほ

こ

け

が

胡

園

の

戟

に

汚

れ

な

き

ち
h
w
う

き

ん

て

つ

民

忠

勤

に

徹

す

れ

ば

く

ι・っき

り
ん

光

輝

の

庭

史

清

原

と

し

て

U
ゅ
う
い
っ

園

力

今

や

充

溢

し

英

姿

堂

々

図

を

な

す

制

覇

の

時

は

近

づ

き

ぬ

_._ ，、

九

か

つ

り

ゃ

あ

く

ひ
し

官

て

邪

悪

を

一

挫

が

ん

と

品

ん

め

い

文

明

は

う

む

西

欧

に

止
い

L
ん

せ

い

ろ

せ

い

せ

ん

狂

清

征

露

の

聖

載

に

う

ん

や

み

こ

家

雲

閣

と

軍

む

る

時

し
ほ

そ

血

汐

を

染

め

し

事

も

あ

れ

ιん
ょ

う

か

く

や

く

見

よ

新

陽

は

赫

突

と

の
り

平

和

は

園

の

法

に

し

て

東

r
の

空

に

配

い

φ
伊
}

七

十

か

み

え

い

め

い

上

英

明

の

君

ま

せ

ば

あ

お

し

ん

し

切

う

鳴

呼

東

洋

の

榊

洲

に

し
も

ち
畑
う
こ
ん

も

下

忠

魂

に

火

と

燃

え

て

う
ま

E
う

怯

う

民

と

生

れ

し

同

胞

よ

設

監

に

県

む

民

我

等

菊

柴

え

行

く

皇

図

の

'ν
・ι
u
p
u

一料

子

そ

の

数

九

千

高

り

う

う

ん

と

わ

た

ゾ

隆

運

永

劫

を

一

頒

え

か

し

数
例
に
す
容
な
い
。

以
上
の
や
う
な
寅
例
は
随
分
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
居

る
が
、
皐
術
的
に
研
究
が
行
は
れ
出
し
た

の
は
、
一
六

O
四
年
の
ケ
プ
レ
ル
、
一
六
一
九
年
の
ガ
リ
レ
イ
な
ど

に
始
ま
り
、
一
六
三
七
年
か

の
哲
皐
者
で
あ
り
、
数
皐

者
で
あ
る
デ
カ
ル
ト
が
共
感
設
を
出
し
、
更
に
一
八

八
年
プ
ラ
ト
ー
が
こ
れ
を
敷
祈
し
て
ゐ
る
。

キ

1
キ

1
云
ふ

一
音
を
聞
く
と
歯
が
浮
い
た
り
、
背
筋

に
寒
気
が
走
っ
た
り
、
太
陽
や
青
空
を
見
る
と
、
く
し

ゃ
み
を
催
し
た
り
す
る
と
と
が
あ
る
。

か
う
い
ふ
場
合
、
神
経
間
相
互
に
連
絡
は
な
く
て

も、

一
方
か
ら
他
へ
、
感
じ
が
俸
は
る
。
光
惨
も
こ
れ

と
同
じ
現
象
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ

は
網
膜
の
像
に
は
必
ず
ポ
ケ
が
あ
り
、
こ

の
た
め
に
光

惨
が
起
る
の
だ
と
説
明
し
た
。

主
(
詮
擦
に
は
謝
昭
…
物
の
輝
度
が
高
い
程
、
光
彦
が
劇

し
い
し
、
限

の
調
節
が
惑
い
。
卸
ち
ピ
ン
ポ
ケ

の
欣
態

に
な
っ
て
ゐ
る
程
光
彦
は
甚
だ
し
い
。

直
接
式
サ
イ
ン
で
は
電
球
主
離
れ
離
れ
に
つ
け
て
お

き
な
が
ら
、
績
い
た
や
う
に
見
え
る
。
行
燈
式
の
看
板

宇
透
明
の
ガ
ラ
ス
な
ど
に
文
字
を
書
い
た
も

の
な
ど
は

中
に
貼
火
す
る
と
、
字
が
細
く
な
る
。

建
築
化
照
明
の
光

の
柱
や
光

の
画
で
は
、
支
持
金
物

等
は
鮎
火
す
る
と
細
く
見
え
る
。
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欧

米

日百....、

力

I
ル
ス

，、

)1，. 

病
気
が
癒
っ
た
勢
ひ
で
毎
晩
々
々
夜
の
照
明
を
調

べ
に
歩
い
た
の
で
十
日
ば
か
り
で
叉
身
鰹
の
調
子
が

悪
く
な
っ
た
。
同
じ
パ
ン
ジ
ョ
ン
の
富
永
響
師
も
出

張
か
ら
蹄
ら
れ
て
居
ら
れ
る
の
で
、
お
願
ひ
し
て
診

て
裁
い
た
。
富
永
さ
ん
は
大
愛
同
情
じ
て
非
常
に
丁

率
に
診
察
し
て
下
す
つ
大
上
っ
別
に
他
に
異
朕
も
な

い
か
ら
、
す
ぐ
治
る
だ
ら
う
し
と
言
は
れ
た
の
で
、

先
づ
安
心
し
た
。
所
が
そ
の
方
は
も
う
-
大
分
御
年
寄

り
で
あ
っ
て
、
私
を
診
察
さ
れ
る
の
に
「
僕
は
も
、
フ

こ
の
頃
聴
診
器
を
持
た
な

い
か
ら
、
ど
う
か
知
ら
」

な
ど
と
言
は
れ
て
、
机
の
抽
斗
か
ら
ゴ
ム
が
固
く
な

っ
た
や
う
な
聴
診
器
を
持
出
さ
れ
た
の
で
、
柳
か
心

111 
11 

明

fT 

脚

(
其
の
七
)

B目

虞

重

っ
た
の
で
あ
る
。
貫
は
飴
り
愚
闘
冷
々
長
く
し
て
居

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
ど
ち
ら
か
一
ツ
見
て
蹄

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
聞
く
所
に
依

る
と
電
球
の
研
究
な
ら
ば
プ
イ
リ
ッ
プ
が
よ
い
が
、

照
明
の
研
究
な
ら
ば
カ

1
ル
ス
ル
ー
へ

の
方
が
宜
か

ら
う
と
い
ふ
の
で
、
一
遂
に
カ

1
ル
ス
ル

1
へ
行
き
を

ド
イ
ツ
に
居
る
と
斯
、
フ
い
ふ
や
う
な
偉
い
先
生
仁
決
心
し
て
出
掛
け
た
。

も
平
気
で
診
て
戴
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
留
事
生
は
カ

l
ル
ス
ル

l
へ
は
照
明
の
方
で
は
世
界
に
有
名

病
気
の
時
に
は
安
心
で
あ
る
。
こ
の
富
永
島
十
長
に
元
で
あ
る
。
こ
〉
の
設
備
は
世
界
一
で
あ
る
と
謂
は
れ

気
付
け
ら
れ
て
ベ
ル
リ
ン
に
別
れ
を
告
け
て
カ

l
ル
私
も
そ
の
設
備
の
文
献
を
日
本
に
居
て
見
て
、
是
非

ス

ル

ー

へ

の

見

事

に

出

掛

け

た

。

と

も

こ

こ

を

見

た

い

と

思

っ

て

、

大

韓

三

日

間

住

こ

ベ
ル
リ
ン
か
ら
パ
リ

l
へ
戻
る
の
に
、
カ

l
ル
ス
〉
で
勉
強
す
る
積
り
で
出
掛
け
、
カ

l
ル
ス
ル

l
ヘ

ル
1
へ
を
遁
ら
う
か
、
或
は
オ
ラ
ン
ダ

ω
フ
イ
リ
ツ
に
着
い
た
翌
日
の
朝
、
非
常
な
希
望
を
以
て
そ
の
大

プ
舎
一
枇
へ
ま
は
ら
う
か
、
ど
も
ら
に
し
よ
う
か
と
迷

桑

皐
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
の
こ
と
に
は
所
長

細
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
或
時
同
宿
の
人
か
ら
、
そ

の
富
永
さ
ん
は
新
潟
皆
科
大
事
の
壊
長
さ
ん
だ
と
聞

か
さ
れ
て
、
私
も
ピ
ッ
ク
リ
し
た
。
そ
し
て
日
本
で

は
迫
も
診
て
戴
く
こ
と
は
出
来
な
い
や
う
な
偉
い
先

生
だ
と
思
っ
た
ら
、
念
に
自
分
の
病
気
か
軽
く
な
っ

た
や
う
な
気
さ
へ
し
た
。
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の
タ
イ
ヒ

E

ユ
l
-ヲ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
故
を
以
て
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
に
迫
は
れ
、
そ
の
助
手
で
あ
っ
た
ワ
イ
グ

ル
と
い
ふ
ナ
チ
の
軍
人
の
や
う
な
人
が
所
長
で
、
何

と
な
く
長
居
し
に
く
い
や
う
な
空
気
で
あ
っ
た
の

で
、
唯
見
皐
だ
け
に
止
め
た
。

こ
〉
に
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
光
皐
器
械
が
あ
り
、

之
に
は
鴬
ろ
い
大
。
然
し
文
献
で
み
た
や
う
な
貫
地

の
デ
壬
コ
ス
斗
レ

l
シ
ヨ
ン
設
備
は
徐
り
津
山
は
な

か
っ
た
が
、
夫
で
も
さ
す
が
に
研
究
室
だ
け
に
オ
ス

ラ
ム
ゃ
ん
i
E
@
G
の
宣
惇
設
備
と
ち
が
っ
た
皐
術
的

の
面
白
い
も
の
も
あ
っ
た
。
所
長
か
ら
サ

イ
ン
を
求

め
ら
れ
た
の
で
、
サ
イ
ン
を
す
る
。
そ
の
プ
ツ
ク
の

内
に
は
日
本
人
で
は
山
内
博
士
、
松
田
京
大
教
授
、

七
里
阪
大
教
授
、
白
川
演
高
教
授
の
御
名
前
が
み
ら

れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
日
本
人
で
こ
〉
を
訪
ね
た
方

は
飴
り
な
い
と
見
え
る
。

，、

)1，. 

. .;，; 

カ
ー
ル
ス
ル
ー
へ
の
諜
定
の
三
日
間
が
僅
か
に

日
半
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
パ
リ

l

へ
直
行
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
そ
こ
に
多
少
暇
が
出

来
た
の
で
、

ス
ヰ
ス
の
ベ
ル
ン
を
経
由
し
て
行
く
こ

ス
ヰ
ス
は
水
力
電
気
の
豊
富
な
闘
で
あ

と
に
し
た
。

る
か
ら
、
必
宇
や
何
か
目
新
し
い
も
の
が
あ
る
に
遺

ひ
な
い
と
い
ふ
議
想
を
持
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
時

日
に
徐
裕
が
な
い
の
で
、
最
も
近
い
所
の
ベ
ル
ン
だ

け
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
た
。
汽
車
か
園
境
を
過
ぎ
て

ス
ヰ
ス
に
入
る
と
、
流
石
に
四
方
の
景
色
が
美
し

い
。
又
村
の
家
も
色
々
の
彩
り
を
し
た
古
め
か
し

い
。
ち
ょ
っ
と
吾
々
の
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
や

う
な
家
が
並
ん
で
ゐ
る
。

ベ
ル
ン
に
着
い
た
所
が
相
惜
雨
で
、
有
名
な
山
の

景
色
は
一
つ
も
見
ら
れ
な
い
。
街
の
中
が
漸
く
見
ら

れ
る
だ
け
で
、
周
園
は
霧
で
覆
は
れ
て
居
っ
た
。
ス

ヰ
ス
の
湖
水
と
山
は
世
界
に
有
名
で
あ
る
が
、
来
大

日
に
雨
で
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
大
。
併
し
先

を
A

一
品
ぐ
の
で
ゆ
っ
く
り
し
て
は
居
ら
れ
な
い
。
す
ぐ

パ
リ

l
へ
向
っ
た
。
併
じ
こ
の
ベ
ル
ン
の
.街
に
於
て

は
、
や
は
り
旗
想
し
て
居
っ
た
遁
り
、
照
明
の
上
に

於
て
も
家
庭
電
化
の
上
に
於
て
も
、
新
し
い
物
を
見

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
幸
で
あ
っ
た
。
照
明
で
は
古

い
ベ
ル
ン
の
街
の
所
々
に
、
建
築
化
照
明

の
素
晴
ら
じ
い
も
の
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ

は
案
異
に
示
し
て
あ
る
。

ベ
ル
ン
に
来
て
街
を
歩
い
て
愉
快
に
思

っ
た
こ
と
は
、
雲
気
が
非
常
に
結
麗
な
こ

と
で
あ
る
。
煙
突
が
な
い
か
ら
煤
煙
は
全

然
な
い
。
何
も
か
も
電
気
づ
く
め
で
、
家

の
中
に
は
大
き
な
電
気
ヒ
ー
タ
ー
の
電
熱

器
が
あ
っ
て
、
お
風
呂
で
も
料
理
で
も
そ

れ
か
ら
ド
ン
ノ
ヘ
お
湯
が
供
給
さ
れ
て
居
る
。
或
家

第 1園ペルンのある

話〈の万九日用ヒーター

ベルンの本屋 の Ji!fmi!照明第 2図
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の
お
風
呂
場
を
一
ッ
索
具
に
撮
っ
て
来
大
。
第
一
国

が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
他
色
々
の
家
庭
電
気
器
具
や

照
明
器
具
の
面
白
い
も
の
な
ど
一
か
あ
っ
た
が
、
何
れ

も
非
常
に
高
債
で
あ
る
震
に
、
買
っ
て
来
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。

ど
う
い
ふ
も
の
か
ス
ヰ
ス
は
非
常
に
物
債
が
高

く
.
例
へ
ば
ス
ヰ
ス
の
有
名
江
時
計
で
さ
へ
も
、
同

じ
時
計
を
ド
イ
ツ
或
は
日
本
で
買
っ
た
方
が
安
い
と

い
ふ
や
、
?
な
誇
で
、
自
動
車
賃
な
ど
も
他
の
園
よ
め

も
数
倍
高
か
っ
た
。
こ
ん
な
語
で
一
ツ
も
面
白
い
土

産
が
な
か
っ
た
が
、
唯
照
明
と
電
化
の
賓
情
が
、
如

何
に
も
水
力
電
気
圏
で
あ
る
と
い
ふ
『
)
と
を
見
出
し

得
た
の
は
、
一
ツ
の
愉
快
な
牧
穫
で
あ
っ
た
。

，、パリ
l
に
着
い
た
の
が
二
十
二
日
の
朝
、

早
涼
一

第 3園ペルン の ある

ショーウヰンドウ

G
-
E
の
事
務
所
へ
駈
付
け
て
パ
リ

l
の

行
動
の
打
合
せ
を
し
よ
う
と
思
っ
た
。
所

が
そ
こ
へ
行
っ
て
見
る
と
、
唯
一
人
主
任

の
人
が
居
る
だ
け
で
私
の
顔
を
見
る
と
、

い
き
な
り
、

寸
甚
だ
気
の
毒
充
が
オ
フ
ィ

ス
は
も
う
今
日
は
休
み
花
、
君
が
来
る
と

思
っ
た
か
ら
、
私
が
一
人
今
出
て
来
て
待

っ
て
居
た
の
だ
、
今
日
が
土
曜
日
で
明
日

は
日
曜
、
二
十
四
日
と
五
日
は
ク
リ
ス
マ

ス
の
休
み
で
結
局
二
十
六
日
の
朝
ま
で
は
何
も
打
合

せ
が
出
来
な
い
、
だ
か
ら
そ
れ
ま
で
自
分
一
人
で
勝

手
な
行
動
を
し
て
呉
れ
L

と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
柳
か
参
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
行
き
が
遅
れ

る
の
で
閉
口
し
た
け
れ
ど
も
、
事
情
致
し
方
な
い
。

『
)
の
休
み
の
日
に
態
々
私
の
震
に
事
務
所
ま
で
来
て

待
っ
て
居
て
下
す
っ
た
主
任
の
方
に
厚
く
お
撞
を
言

っ
て
、
事
務
所
守
出
て
ホ
テ
ル
に
賜
っ
た
。
そ
こ
で

二
十
五
日
ま
で
の
行
動
を
考
へ
た
が
、
訊
い
て
見
る

と
商
庄
も
休
み
で
，
開
い
て
ゐ
る
の
は
芝
居
と
カ
フ

フ
ェ
だ
け
だ
と
い
ふ
話
、
そ
こ
で
仕
方
が
な
い
か
ら

さ
う
い
ふ
所
だ
け
を
自
分
で
歩
く
こ
と
に
し
た
。

先
づ
パ
リ
!
で
有
名
な
の
は
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ

こ
れ
は
昔
か
ら
バ
リ

l
に
行
く
人
が
必
宇
観
る
も
の

百
さ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
建
物
の
美
し
さ
は
議
ね
て

本
で
も
讃
ん
で
居
た
の
で
.
こ
れ
を
先
づ
見
る
こ
と

に
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
へ
行
く
の
に
は
櫨
服

を
着
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
ふ
話
で
，
タ
キ
シ
ー

ド
に
着
換
へ
て
夕
方
出
掛
け
る
。
丁
度
好
い
座
席
が

明
い
て
居
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
そ
の
ま
〉
買
っ
て
入

っ
て
見
る
と
、
流
石
に
昔
か
ら
有
名
な
だ
け
あ
っ

て
、
内
部
の
装
飾
と
い
ひ
電
燈
と
い
ひ
、
中
々
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

今
日
の
オ
ペ
ラ
は
リ
ゴ
レ
ツ
ト
で
あ
る
。
こ
〉
で

感
心
し
た
こ
と
は
パ
ッ
ク
が
非
常
に
美
し
い
こ
と
で

あ
る
。
流
石
に
美
術
の
都
充
け
あ
っ
て
パ
ッ
ク
の
治

は
素
晴
ら
し
く
美
し
い
、
又
オ
ペ
一
ブ
の
中
の
座
席
も

金
銀
の
装
飾
品
μ

鎮
め
て
あ
っ
て
、
嘗
て
私
が
小
さ
い

時
に
帝
劇
に
初
め
て
行
っ
て
、
そ
の
美
し
さ
に
驚
い

た
時
の
印
象
が
未
だ
に
残
っ
て
居
る
が
、
丁
度
そ
の

時
の
こ
と
を
思
出
し
た
位
で
あ
る
。
勿
論
帝
劇
と
は

較
べ
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
京
国
具
に
撮

っ
て
来
た
か
ら
こ
〉
に
掲
け
て
置
く
。

併
し
こ
の
や
う
に
見
物
席
や
そ
の
他
の
休
憩
室
な

ど
は
素
晴
ら
し
く
美
し
い
が
、
肝
心
の
舞
蔓
の
照
明

は
感
心
出
来
な
い
。
4

ん
も
こ
れ
は
無
理
も
な
い
の

で
、
古
い
建
物
の
中
へ
あ
と
か
ら
電
気
設
備
を
し
た

の
で
あ
る
か
ら
色
々
無
理
も
あ
る
だ
ら
う
し
、
第
一

肝
心
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど
が
置
き
揚
が
な
い
の

で
、
見
物
席
の
所
へ
は
み
出
て
見
物
人
の
頭
の
上
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
有
様
で
あ
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る
か
ら
、
照
明
の
工
合
も
う
ま
く
行
か
な
い
の
は
.

無
理
も
な
い
が
、
唯
一
つ
こ
の
照
明
の
や
り
方
に
付

て
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
飴
'
り
官
客
員
に
過
ぎ
る
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
。
舞
蓋
と
い
ふ
も
の
は
必
じ
も
京
賓

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
随
て
舞
蔓
照

明
を
何
も
天
然
照
明
と
同
様
に
す
る
必
要
は
な
い
と

思
ふ
の
マ
あ
る
が
、
パ
リ
!
の
オ
ペ
ラ
の
照
明
は
儀

り
に
案
賓
に
過
ぎ
て
居
る
や
う
に
思
っ
た
。

そ
の
一
例
を
言
へ
ば
夜
の
一
階
い
場
面
で
は
本
山
首
に

一階
く
し
て
し
ま
っ
て
、
俳
優
の
顔
も
碍
に
分
ら
な
い

位
で
あ
る
。
日
本
の
芝
居
で
も
異
一
暗
に
な
る
こ
と

は
あ
る
が
、
そ
れ
も
僅
か

一
分
か
二
分
で
間
も
な
く

燈
を
少
し
づ
〉
明
る
く
し
て
、
俄
令
夜
の
揚
面
で
も

俳
優
の
顔
や
動
作
は
ハ
ツ
キ
リ
見
物
人
に
分
る
程
度

に
な
っ
て
居
る
。
そ
し
て
そ
の
俳
優
の
警
に
依
っ
て

そ
れ
が
暗
い
揚
面
で
あ
る
こ
と
を
一暗
示
さ
せ
る
や
、
フ

一!h
i
吋
川

p

h
k

，、
「

¥
吋
町
、

丙
示
、
ま

に
な
っ
て
居
る
。
所
で
こ
の
リ
ゴ
レ
ツ
ト
で
は
古
代
の

場
面
で
約
四
十
分
位
綾
い
た
場
面
が
あ
っ
た
が
、
四

十
分
の
長
い
間
舞
蔓
は
殆
ど
一暗
く
て
、
そ
の
一暗
い
中

か
ら
歌
が
聞
え
て
来
る
。
歌
の
わ
か
る
人
な
ら
ば
面

白
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
歌
の
所
々
し
か
知
ら

な
い
で
、
そ
の
聞
の
レ
シ
タ
テ
ィ

l
フ
な
ど
は
能
く

分
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
長
い
一暗
い
揚
面
に
は
あ
き
あ

き
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
パ
リ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
あ

と
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
を
観
た
時
も

一
時
間
に
近
い
森
の
中
の
揚
面
が
、
や
は
り
人
の
顔

も
能
く
分
ら
な
い
暗
い
舞
蓋
で
あ
っ
た
。
斯
う
い
ふ

黙
は
日
本
の
方
が
塾
術
と
じ
て
優
れ
て
居
る
や
う
に

思
ふ
。
美
し
い
脊
景
と
す
ば
ら
じ
い
大
遁
具
、
そ
じ

て
案
責
的
の
照
明
を
要
求
す
る
パ
リ

l
人
に
は
、
日

本
の
「
能
し
の
味
は
わ
か
る
ま
い
と
思
っ
た
。

オ
ペ
ラ
が
済
ん
だ
の
は
も
う
十
二
時
に
近
い
、
ホ

一
ア
ル
へ
蹄
ら
う
と
思
っ
て
タ
ク
シ
ー
を

頼
む
。
行
き
掛
け
は
一十
七
フ
ラ
ン
で
あ

代
が
チ
ッ
プ
ま
で
入
れ
て
六
十
フ
ラ

第 4 園

パリ ー オペラの内部

っ
た
の
が
腸
め
は
三
十
四
フ
ラ
ン
で
あ

る
、
十
一
時
以
後
は
メ

ー
タ
ー
が
二
倍

の
蓮
さ
で
廻
る
の
で
あ
る
。
競
っ
て
か

ら
こ
の
オ
ペ
ラ
を
観
に
行
っ
た
費
用
を

ち
ょ
っ
と
計
算
し
て
見
た
ら
、
オ
ペ
ラ

の
入
揚
料
が
六
十
フ
ラ
ン

、
タ
キ
シ
!

ン
、
オ
ペ
ラ
の
中
の
お
茶
の
代
が

二
十
フ
ラ
ン
、
心

附
や
プ
ロ
.
ク
ラ
ム
の
費
用
や
そ
の
他
を
加
へ
て
約
百

六
十
フ
ラ
ン
ば
か
り
掛
っ
た
、
日
本
貨
に
直
し
て
四

十
園
ほ
ど
で
、
随
分
高
い
も
の
だ
と
驚
い
た
。

翌
日
も
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
、

、ド
イ
ツ
で
見
皐

し
て
来
大
色
々
の
照
明
の
模
様
を
清
書
し
て
見
た
り

園
面
を
作
っ
て
見
た
り
し
て
午
前
中
は
暮
し
た
が
、

重
過
ぎ
か
ら
は
全
く
退
屈
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
案
内
者
で
も
頼
ん
で
方
々
見
せ
て
貰
は
う

と
岡
山
っ
た
所
が
、
日
本
人
の
案
内
者
が
居
る
と
い
ふ

の
で
、
早
速
そ
の
人
を
頼
ん
で
パ
リ
1

見
物
を
始
め

た
。
賓
は
今
岡
の
出
張
に
は
照
明
以
外
の
見
物
は
絶

封
に
し
な
い
と
云
ふ
決
心
で
出
か
け
て
来
た
の
で
あ

る
が
、
此
案
内
者
は
元
書
一
の
修
業
に
来
大
人
だ
き
う

で
、
パ
リ

l
に
来
た
以
上
は
ル

l
プ
ル
と
ロ
ダ
ン
の

美
術
館
だ
け
は
是
非
見
て
行
け
と
奨
め
ら
れ
た
の

で
、
照
明
に
は
鈴
り
関
係
も
な
さ
さ
う
だ
が
案
内
し

て
貰
ふ
こ
と
に
し
た
。

.

ル
ト
プ
ル
の
名
を
知
ら
な
い
人
は
あ
る
ま
い
、
こ

の
ル

!
プ
ル
を
見
る
に
は
一
週
間
や
二
週
間
掛
っ
て

も
能
く
見
切
れ
な
い
と
い
ふ
話
で
あ
る
。
そ
れ
を
僅

か
一
時
間
位
で
見
ょ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
少
々

無
理
な
話
で
あ
る
が
、
議
ね
て
そ
の
人
が
幸
ひ
美
術

出
身
で
あ
る
か
ら
、
兎
に
角
有
名
な
所
だ
け
見
せ
て

呉
れ
と
頼
ん
で
日
本
で
案
異
で
以
て
見
て
居
っ
た
モ
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ナ
リ
ザ
冗
と
か
或
は

t
レ
!
の
晩
鐘
、
そ
の
他
の
有

名
な
書
一を
目
の
あ
た
り
見
大
時
に
は
、
貫
に
何
時
間

こ
の
書
一
巻
見
て
居
て
も
倦
き
な
い
や
う
な
ー気
が
し

た
。
私
が
照
明
の
専
門
家
だ
と
い
ふ

の
で
、
外
へ
出

て
か
ら
ル

l
プ
ル
の
建
物
を
示
し
て
つ
こ
の
中
腹
に

瓦
斯
の
イ
ル

t
ネ
1
シ
ヨ
ン
が
あ
り
ま
す
し
と
教
へ

て
呉
れ
た
。
能
く
見
る
と
ル

l
プ
ル
の
外
部
に
沿
っ

て
パ
イ
プ
が
一

つ
廻
っ

て
居
る
。
そ
の
パ
イ

プ
の
上

に
穴
が
津
山
あ
い
て
居
て
、

い
、
ざ
と
い
ふ
時
に
は
そ

の
穴
か
ら
瓦
斯
が
出
て
、

一そ
れ
に
火
を
賭
け
る
と
瓦

斯
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
の
だ
そ
う
で
あ

る
。
日
本
で
は
岡
山
ひ
も
寄
ら
な
い
瓦
斯
の
イ
ル

t
ネ

ー
シ
ヨ
ン
、
流
石
に
古
い
都
の
パ
リ
ー
で
あ
る
。

ル
ー
プ
ル
を
出
て
ロ
ダ
ン
の
美
術
館
へ
行
く
。

ダ
ン
の
彫
刻
も
こ
れ
亦
京
異
な
ど
で
盛
ん
に
苦
か
ら

見
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
し
、
叉
そ
の
彫
刻
の
察
し

パリー の街頭風景

も
日
本
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
所
が
中
に
入
っ
て
驚

い
た
こ
と
に
は
、
今
ま
で
京
具
で
見
た
こ
と
も
な
い

色
々
の
種
類
の
彫
刻
が
所
狭
じ
と
ば
か
わ
並
ん
で
居

る。

そ
し
て
叉
日
本
で
は
た
と
へ
特
別
室
で
も
許
さ

れ
な
い
や
う
な
ボ
!
ズ
の
彫
刻
が
津
山
あ
っ
た
。
こ

〉
を
出
て
か
ら
な
ん
で
も
照
明
に
関
係
あ
る
所
そ
見

せ
て
呉
れ
と
い
っ
た
ら
、
そ
の
人
も
「
重
聞
で
は
:

・
:
L

と
少
し
頭
を
か
し
け
て
困
っ
た
ゃ
う
で
あ
っ
大

が
、
鵜
て
気
が
付
い
て
「
ノ

1
ト
ル
ダ
ム
に
行
き
ま

せ
う
」
と
言
っ
た
。
ノ

ー
ト
ル

ダ
ム
は
謙
て
一
度
は

見
た

い
と
思
っ
た
所
だ
か
ら
、
早
蓮
喜
ん
で
連
れ
て

行
っ
て
貰
品
こ
と
に
し
た
。
丁
度
ク
リ
ス
マ
ス
前
の

鵡
奔
が
行
は
れ
て
居
た
時
で
、
そ
の
中
に
入
っ
て
静

か
に
、
そ
の
瞳
奔
式
に
参
列
し
た
。
巽
一暗
な
大
き
な

曾
堂
の
中
で
唯
蝋
燭
の
光
だ
け
や
頼
り
に
曾
衆
は
祈

鵡
守
捧
け
て
居
る
。

美
し
い
一音
紫
、
な
ん
と
も
言
へ

な
い
美
し
い
気
持
に
な
っ
て
そ
こ
を
出
た
。

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

!
の
方
へ
二
人
で
歩
い
て
、
ふ
と

第 5 回

見
る
と
向
ふ
の
方
に
立
看
板
が
見
え
た
。

一
一
、
三
町

先
の
立
看
板
で
あ
る
が
な
ん
、
た
か
そ
れ
に
描
い
て
あ

る
人
の
形
に
見
受
え
が
あ
る
。
確
か
に
ジ
ョ
セ
フ
イ

ン
・
ベ
ー
カ
ー
で
あ
る
、
念
い
で
そ
こ
へ
行
っ
て
見

ロ

る
と
マ
リ
ニ
!
と
い
ふ
劇
揚
で
、
丁
度
ジ
ョ
セ
フ
イ

ン
ベ
ー
カ
ー
が
特
別
出
演
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
が

描
い
て
あ
る
の

T
、
早
漣
切
符
を
買
っ
て
入
る
。
今

日
は
以
グ
イ
ュ
ー
で
は
な
く
只
の
芝
居
で
あ
っ
た
が

そ
の
中
に
ジ
ョ
セ
フ
イ
ン
・
ベ
ー
カ
ー
が
主
役
と
心

て
出
て
居
る
の
で
、
流
石
に
有
名
な
女
優
だ
け
に
そ

の
人
が
出
て
来
る
と
拍
手
を
盛
ん
じ
途
る
。
黒
人
花

と
聞
い
て
居
た
の
で
、
撫
か
じ
色
も
黒
い
だ
ら
う
と

想
像
し
て
居
っ
た
所
が
、
大
館
日
本
人
位
の
黒
さ

だ
。
或
は
お
化
粧
し
て
居
る
の
か
と
も
回
ゆ
っ
た
が
、

足
の
色
な
ど
恐
ら
く
お
化
粧
は
じ
て
居
な
い
だ
ら
う

と
思
ふ
が
、
そ
の
足
の
色
な
ど
は
丁
度
松
竹
や
賓
壊

で
見
る
女
の
子
と
同
じ
色
で
あ
る
。

あ
と
で
聞
い
た
ら
、
本
蛍
の
黒
人
で
は
な
く
て
、

白
人
と
の
混
血
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
セ

フ
イ
ン
・
ベ

ー
カ
ー
の
身
憶
の
格
好
は
非
常
に
し
ま

っ
て
居
て
、
粕
小
柄
で
均
整
の
取
れ
た
身
鰹
で
.
ち

ょ
っ
と
松
竹
の
タ

l
キ
!
と
い
っ
た
格
好
で
あ
る
。

併
し
そ
の
歌
は
非
常
に
紡
麗
な
穫
で
、
表
情
と
い

ひ
身
振
と
い
ひ
、
撃
と
い
ひ
淘
に
世
界
的
な
ス
タ

l

と
し
て
克
も
で
あ
る
と
感
心
し
た
。
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日召
#1‘、

明

マ
ツ
ダ
明
覗
ス
タ
シ
ド
(
新
型
)

従
来
販
費
し
て
居
っ
た
明
視
ス
タ
ン
ド
に
改
良
を

加
へ
た
新
型
マ
ツ
ダ
明
視
ス
タ
ン
ド
が
、
昭
和
十
一

年
一
月
か
ら
新
務
祝
賀
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
新
製
品
は
従
来
の
も
の
よ
り
、
幾
分
細
型
と

な
り
、
鰻
裁
が
如
何
に
も
洗
練
さ
れ
て
来
た
。

特
に
目
立
っ
た
特
徴
は
、
セ

l
ド
の
紙
質
は
優
秀

な
紋
型
の
打
出
し
の
無
地
と
し
た
た
め
、
外
見
が
極

め
て
上
品
で
、
叉
グ
ロ

l
プ
の
硝
子
は
透
過
卒
の
よ

い
も
の
と
し
た
の
で
紋
率
は
極
め
て
よ
ろ
し
い
。

新
型
マ
ツ
ダ
明
視
ス
タ
ン
ド
の
型
録
番
競
蛇
に
定

債
は
突
の
通
わ
で
あ
る
。

録

型

t虎

令国定
O 債。

番

七
一
七
一
丁
四
七
五
五
l

四

O
三
三

七
O
W
ス
リ

l
ラ
イ
ト
ニ
ワ
シ
ブ

新型明視スタンド

明
燈
明
腕
運
動
の
徹
底
を
期
す
る
目
的
か
ら
、
今

岡
七

O
W
ス
リ

l
ラ
イ
ト
。
ラ
ン
プ
を
製
作
脅
責
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
電
球
は
三

O
W
、
四

O

W
、
七

O
W
の
三
段
切
替
を
な
じ
う
る
の
で
あ
る
。

出」よ〆〆

/ 

.. 

形
賦
寸
法
等
は
次
の
通
わ
で
あ
る
。

竜

歴

硝

子

球

線

丈

(

粍

)
口

一C
C
l
一
一。

三区

特
E 
ム必
3玉。 .¥1λ
/¥. 

マ図定
室債

H
C
E
l六
五

製

Eヨ
ロロ

ス
タ
シ
ド
附
マ
ツ
タ
電
気
時
計

の
新
設
費

70Wスリ F ライトランプ

本
電
気
時
計
は
ス
タ
ン
ド
と
電
気
時
計
と
を
組
合

せ
た
も
の
で
、
一
本
の
コ

l
ド
に
よ
っ
て
使
用
し
得

る
黙
に
、
賓
用
新
案
第
一
八
五
五
五
三
競
が
利
用
さ

れ
て
居
る
。

都
民
賛
さ
れ
た
種
目
は
五
種
で
、
何
れ
も
車
電
動
機

附
で
あ
る
が
、
各
々
そ
の
特
徴
を
異
に
し
て
居
る
の

で
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
用
途
に
於
て
、
そ
の
求
め
る

も
の
が
得
ら
れ
る
様
に
撰
定
し
た
。
叉
使
用
し
た
時

計
は
特
に
文
字
盤
の
径
二
吋
宇
の
小
型
を
撰
定
し
、

時
計
の
針
を
前
面
か
ら
っ
ツ
了
E

し
に
依
っ
て
更
正

報新タツマ38 



出
来
る
や
う
な
便
利
な
も
の
で
あ
る
。

型
録

3f0l bJJ0 ll f0 -tlpノフ0、『 /ヨ0l ヨ三f0E司L ノ0王TI..三f二0L二 /0一ーLf0 にLコ 者競宇

波f史
プ0ミZ三0五 チ0ミtヨ0ヨミヲ0同ヨ0三 ブ0てヨ0三 '0ヨ0三 HJ 

数周

S S S S S 番モ

競フノーレーやI 
仁ζEコ耳コ CCココ C仁ココ C亡ココ C亡Cコココ

ス披四 ス I三銃 ス銃型一‘ ス一競 ス掛零 t口Ji:I 

タ型タ型タ タ型タ型

ン ン ン ン ン
名ト、、 ド トザ ド

一 7ζ ヨ。玉二
ヨヨC.三五コ

p 又 /~ ノ。工作叫行

C仁ココ CCココ CCココ CCココ 債

零
競
型
ス
タ
ン
ド

金
属
シ
エ
ト
ド
を
取
付
け
た
も
の
で
、
こ
の
シ
ェ

ー
ド
は
方
向
を
愛
へ
得
る
の
で
、
貫
用
上
か
ら
云

っ
て
も
極
め
て
便
利
で
あ
る
。

一
一
読
型
ス
タ
ン
ド

青
と
自
に
塗
分
け
た
金
属
ク

l
ス
を
使
用
し
、
シ

エ
l
ド
は
セ
ロ
フ
ァ
ン
製
で
あ
る
。

二
競
型
ス
タ
ン
ド

ド零披型スダン

木
製
今
ノ
l
ス
、
雲
母
シ
ェ
ー
ド
を
使
用
す
る

二
競
型
ス
タ
ン
ド

金
属
・
ケ

l
ス
、
パ
!
チ
メ
ン
ト
セ

1
ド
を
使
用

一勧型スタンド

四
競
型
ス

タ

ン
ド

金
属
ク
!
ス
、
絹
シ
ェ
ー
ド
を
使
用
す
る

二競型スタンド

日買

明

皐

ネ交

拾
蓋
月
中
の
参
観
者

成
金
観
者
令
計
一
六
三
二

名

各

方
面
か
ら
の
参

観
者
は
十
月
に
も
劣
ら
ぬ
盛
況
を
呈
し
た
。
そ
の
う

ち
圏
館
教
は
一
九
組
八
八
八
名
で
、
主
芯
る
参
観
圏

憶
は
突
の
遁
り
で
あ
る
。

三競型スタンド

海
軍
砲
術
墜
校

海
軍
航
海
墜
校

特
務
艦
鳴
戸
乗
組
員

陸
軍
砲
工
皐
校

陸
軍
通
信
墜
校

セ
ツ
ダ
版
翼
曾
祉
顧
客
先

一一一一一二O-一一
六一二
三
五
二
O

四披型スタンド
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喜

美

屋

電

気

顧

客

先

三

O

埼

玉

豚

工

場

協

曾

三

O

埼

玉

豚

鳩

ケ

谷

商

工

曾

聯

合

曾

二

O

貴

族

院

議

員

公

正

曾

二

五

大

蔵

省

寓

真

部

員

四

O

慶

際

大

撃

墜

科

堅

生

二

O

早
稲
田
大
墜
政
治
経
済
科
堅
生

五
O

法

政

大

串

高

等

商

業

部

二

五

日

本

家

庭

協

曾

五

O

神

奈

川

勝

女

子

師

範

墜

校

四

O

群
馬
蹄
聯
合
女
教
員
命
日

一
五

東

京

女

子

盟

問

事

墜

生

五

O

東

京

市

泣

谷

医

大

和

田

母

の

曾

三

O

小

計

八

八

八

名

一
一
般
参
観
者
は
富
士
紡
績
曾
枇
々
長
鹿
村
氏
、
熊

本
電
気
曾
枇
々
長
赤
星
氏
、
満
洲
電
業
常
務
取
締

役
王
勝
之
氏
、
埼
玉
懸
知
事
一
知
藤
氏
、
岐
阜
市
長

松
尾
氏
，
川
崎
市
長
芝
辻
氏
の
他
六
三
八
名
の
多

数
で
あ
っ
た
。雑

報

清

水

副

社

長

の

持

朝

本
年
八
月
外
遊
の
途
に
上
ら
れ
大
山
首
枇
清
水
副
枇

長
に
は
、
行
程
約
三
ク
月
、
御
多
忙
の
内
を
充
分
欧

米
業
界
の
視
察
を
途
け
ら
れ
、
去
る
十
一
月
二
十
八

日
午
後
七
時
半
、
横
演
入
港
の
郵
船
龍
田
丸
で
元
気

に
蹄
朝
せ
ら
れ
た
。

年
末
年
始
電
気
贈
答
品
陳
列
展

年
末
年
始
の
贈
答
の
躍
は
毎
年
繰
返
さ
る
〉
事
と

て
、
其
品
物
の
撰
定
に
は
相
蛍
頭
を
悩
ま
さ
れ
る
。

既
に
家
庭
の
電
化
が
一
般
化
さ
れ
た
今
日
、
電
気

用
品
の
贈
答
は
新
時
代
の
要
求
を
満
た
し
て
、
一
般

の
好
評
を
博
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

弘
に
我
祉
銀
座
責
庇
で
は
こ
の
お
求
め
に
臆
ホ
ノる

た
め
、
其
催
場
に
好
遁
な
電
気
用
品
の
陳
列
展
在
催

し
て
、
一
般
の
御
便
宜
を
計
る
こ
と
と
し
た
。

第
三
間
少
年
少
女
電
気
展

東
京
市
世
に
電
気
普
及
曾
の
共
同
主
催
の
第
三
岡

少
年
少
女
電
気
展
覧
曾
が
、
十
月
一
日
か
ら
一
ク
月

間
.
東
京
市
電
気
博
物
館
に
於
て
催
さ
れ
た
。
此
展

覧
命
日
は
同
を
重
ね
る
毎
に
盛
舎
と
な
り
、
我
祉
の
明

調
ス
タ
ン
ド
を
初
め
東
京
電
燈
曾
枇
其
他
よ
り
の
興

味
深
い
出
品
物
を
以
て
埋
め
ら
れ
、
催
物
の
一
つ
で

あ
る
各
種
皐
校
生
徒
の
作
品
が
二
十
四
校
、
百
五
十

鈴
件
に
及
ぶ
盛
況
で
あ
り
、
毎
日
卒
均
三
千
人
の
観

衆
が
来
観
せ
ら
れ
.
非
常
な
盛
舎
で
あ
っ
た
。

銀座貰応の電気HJ品展

:毎

タト

雲
を
溶
し
凍
る
の
を
防
ぐ

北
米
コ
ン
、

T
ア
イ
カ
ッ
ト
州
の
一
一
ユ

l
・
へ
ブ
ン 東京市電気博物館の少年少女電気皮
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市
の
ロ
ッ
ク
@
ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
曾
枇
で
は
、
工
場

敷
地
内
に
貫
験
的
の
歩
蓮
を
つ
く
り
、
そ
の
表
面
か

ら
一

吋
位
の
下
方
に
稜
熱
鰹
を
埋
め
て
、
華
氏
の一

五
度
の
如
、
き
低
温
度
に
な
っ
て
も
、
零
を
解
し
、
氷

の
生
成
す
る
の
を
防
ぐ
や
う
に
な
っ
て
居
る
。
こ
れ

に
要
す
る
電
力
は
毎
平
方
択
に
謝
し
て
四

O
ワ
ッ

ト

と
な
っ
て
ゐ
る
。

ア
ス
ベ
ス

ト
に
よ
っ
て
絶
縁
さ
れ
た
鉛
被
電
熱
用

凍る の を防 c工 場敷地内 の歩逝

ナ
l
プ
ル

を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
歩
遁
か
ら

一
吋
の
地
下

に
並
行
に
埋
め
て
置
け
ば
、
毎
平
方
択
に
射
し
て
四

O
ワ
ッ

ト
の
熱
が
生
宇
る
こ
と
に
な
る
。

此
の
入
力
か
ら
し
て
歩
遁
の
温
度
は
外
部
の
温
度

が
華
氏

一
五
度
の
時
に
華
氏
三
五
度
に
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
外
気
の
温
度
が
華
氏
一

O
度
に
達

し
て
も
猶
有
放
と
の
こ
と
で
あ
る
。

マ
ツ
ダ
・
ラ
イ
ト
・
チ
ユ
!
?

白
熱
電
球
の
最
近
の
稜
達
の
う
ち
最
も
注
意
を
惹

い
て
居
る
の
は
、
織
僚

が
硝
子
管
全
長
に
あ
る

新
管
型
電
球
の
出
現
で

あ
る
。

フチイ
aラ
た
種
々
の
形
叫
が
の
も
の

タツ
で
、
此
チ
ユ

l
プ
は
掻

マ
散
硝
子
に
ス
プ
レ
イ
さ

珂
叫け
れ
た
も

ω、
或
は
生
地

第

色

、
艶
泊
等
各
種
の
色

の
も
の
が
あ
る
。
か
く

第
一
闘
に
示
す
も
の

は
ラ
イ
ト
@
チ
ユ
1

プ

の
其
直
な
も
の
や
的
つ

し
て
低
輝
度
の
憤
散
光

の
達
額
線
を
輿
へ
る
。

か
〉
る
チ
ユ

l
プ
は
自
然
に
サ
イ
ン

や
ル

t
ナ
ス

殻
果
を
興
へ
る
も
の
に
適
し
て
居
る
。
例
へ
ば
こ
の

チ
ユ

1
0フ
を
用
ひ
れ
ば
、
ネ
オ
ン
管
の
や
う
に
巽
直

で
も
曲
っ
て
を
る
も
の
で
も
自
由
に
得
ら
れ
る
し
、

そ
の
電
墜
は
ネ
オ
ン
管
の
や
う
な
高
電
墜
を
要
し
な

い
。
こ
の
チ
ユ

l
プ
の
謄
用
方
面
は
建
築
の
装
飾
照

明
に
よ
く
、
第
二
国
は
サ
ツ
ト
ン
の
プ
ラ
ず
・
シ
ネ

マ
の
親
覧
席
に
、
此
の
マ
ツ
ダ
@
ラ
イ
ト
チ
ユ

l
プ

が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
所
を
示
す
。

サツトン の プラザ。シネマ第 2岡
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伺

t、

.t 

日

本

入

の

泳

俗

日
本
人
ほ
ど
，
体
浴
に
親
む
園
民
は
叉
と
少
い
。
家
々
に
は
大
な
り
小
な
り

の
浴
場
が
あ
っ
て
、
睦
艇
を
浸
し
て
一
日
の
労
苦
や
忘
れ
る
。
体
浴
は
日
本
人

生
活
の

一
日
の
日
課
で
あ
る
。
幼
少
の
時
代
か
ら
、
体
浴
に
は
離
れ
難
い
程
の

愛
情
心
が
自
ら
植
ゑ
ら
れ
大
。
そ
の
問
、
体
浴
に
謝
す
る
感
興
や
観
察
の
稜
露

が
幾
多
の
詩
と
な
り
、
歌
と
な
り
、
漫
書
一
と
な
り
，
狂
歌
と
な
り
、
そ
れ
l
r
¥

時
世
杭
争
見
る
こ
と
が
出
来
る
可

更
に
日
木
人
は
好
ん
で
熱
い
湯
に
入
る
、
播
氏
四
十

三
度
か
ら
四
十
五
度
で

あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
程
度
の
熱
い
湯
に
入
る
園
民
は
稀
れ
で
あ
る
。
欧
米
人
よ

り
も
温
度
の
高
い
湯
に
、
殆
ん
ど
毎
日
、

日
本
人
が
浴
す
る
こ
と
は
外
人
か
ら

(
上
)

pytw 

多)
41'回・

は
一
種
の
滋
異
で
あ
る
。
然
し
、
多
年
永
く
我
が
園
に
住
ん
で
我
々
日
本
人
の

生
活
に
遁
じ
、

日
木
人
の
清
潔
好
き
を
知
悉
す
る
外
人
は
、
入
浴
に
よ
っ
て
日

本
人
は
健
康
を
保
も
、
清
潔
を
獲
て
ゐ
る
と
物
語
っ
て
ゐ
る
の
は
、
決
し
て
偽

り
で
な
い
。
日
本
人
は
斯
く
信
じ
て
ゐ
る
。

同
じ
頁
細
亜
に
あ
り
な
が
ら
、
支
那
入
、
朝
鮮
人
は
我
々
ほ
ど
休
浴
や
好
ま

な
い
、
叉
休
浴
に
よ
っ
て
身
慌
の
清
潔
を
保
つ
と
い
ふ
思
想
は
乏
し
い
。
嘗
て

永
章
二
年
(
西
紀
一
四
九
三
年
)
に
朝
鮮
か
ら
特
使
朴
瑞
生
が
京
都
に
来
た
時
、

日
本
人
の
体
的
潔
身
の
美
黙
を
見
て
蹄
り
、
そ
の
浴
室
制
度
が
巧
み
で
秩
序
が

よ
く
保
た
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
説
、雪、

李
朝
合
事
者
に
向
っ

て
街
頭
に
湯
屋
を
設

置
す
る
の
方
策
や
進
言
し
仁
か
、
途
に
用
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
一
例
に
よ

っ
て
も
、
他
園
民
と
異
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
。

却
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体
浴
の
風
習
は
日
木
人
の
良
慣
習
で
あ
る
。
か
く
て
叉
、
わ
が
園
に
は
温
泉

が
多
い
こ
と
か
ら
、
日
本
人
は
自
然
に
温
泉
を
愛
す
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。

。}

数

泳

俗

仰
敬
に
は
体
浴
の
功
徳
を
一就
く
経
文
が
あ
る。

例
設
温
室
洗
浴
象
崎
旧
経
や
、

四
分
律
経
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
他
の
経
文
に
も
休
浴
の
記
事
の
あ
る

こ
と
は
少
く
は
な
い
。
こ
れ
は
他
の
宗
教
に
減
ら
れ
な
い
所
で
あ
る
。
日
本
に

仰
教
が
入
り
、
園
民
の
信
仰
中
心
と
な
っ
允
こ
と
か
ら
、
例
教
に
よ
っ
て
体
浴

の
功
徳
を
教
へ
ら
れ
た
『
)
と
は
甚
大
で
あ
る
。

若
し
京
都
や
奈
良
に
遊
び
、
大
寺
伽
一
監
を
庇
覧
せ
ら
れ
る
折
、
案
内
者
に
寺

院
の
浴
室
身
尋
ね
て
み
ら
れ
る
な
ら
ば
、
必
十
教
へ
て
く
れ
る
で
あ
ら
う
。
浴

室
の
構
造
は
他
の
建
物
に
比
す
れ
ば
規
模
が
小
さ
い
の
で
は
あ
る
が
、
寺
院
組

織
の
一
要
素
を
な
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
僧
侶
の
入
浴
を
見
る
と
、
規
律
が
端

然
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
入
浴
に
は
二
十
五
事
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
守
る
か
ら

で
あ
る
。

仰
教
の
教
に
由
る
と
.
体
浴
に
就
い
て
洗
身
清
浮
と
一就
い
て
ゐ
る
。
そ
し
て

そ
の
休
浴
の
功
徳
は
七
一蹴
が
あ
り
、
七
病
を
除
く
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
今
日
で

云
ふ
な
ら
、
体
浴
は
心
身
の
疲
弁
を
癒
し
、
健
康
を
保
ち
、
疾
病
を
暫
し
.
垢

時
慨
を
流
し
、
爽
快
の
気
守
覚
え
さ
せ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

日
本
に
仰
教
が
博
来
し
た
こ
と
は
可
な
り
古
く
、
惇
ふ
る
所
で
は
敬
遠
天
皇

の
卸
位
八
年
(
西
暦
五
七
九
年
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
皇
室
の
御
蹄
依
が
深
く

な
っ
て
，
推
古
天
皇
(
西
暦
五
九
三
一年ー
ー
六
二
八
年
)
の
御
宇
に
は
仰
寺
か
建

も
、
興
隆
の
気
運
が
大
に
旺
ん
に
な
っ
た
。
仰
教
の
日
本
に
及
一
ほ
し
た
影
響
は

著
大
で
あ
る
。

美
術
の
倉
達
、
建
築
の
隆
盛
、
文
化
の
向
上
に
犠
々
な
感
化
の

彩
り
守
置
い
た
。
中
に
も
奈
良
朝
に
於
け
る
丈
化
の
燦
然
た
る
今
日
街
古
き
都

奈
良
に
観
光
せ
ら
る
〉
な
ら
ば
、
美
し
い
景
趣
と
共
に
鷲
多
の
寺
院
建
築
を
観

る
こ
と
が
出
来
、
法
隆
寺
の
如
き
は
木
造
建
築
と
し
て
は
世
界
に
も
稀
れ
な
古

き
の
ま
、
今
日
に
停
は
っ
て
ゐ
る
。

仰
教
の
感
化
と
し
て
、
白
木
人
に
慈
悲
の
心
と
博
愛
の
情
を
強
く
抱
か
し
め

仁
こ
と
は
宇
は
れ
な
い
事
で
あ
る
。
古
来
、
我
が
皇
室
が
民
情
に
深
く
留
意
し

給
ふ
の
も
、

一
は
そ
の
感
化
が
大
に
預
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

聖
武
天
皇

〈
西
暦
七

二
四
!
七
四
八
年
)
の
皇
后
光
明
は
、
早
く
よ
り
例
数

に
蹄
依
せ
ら
れ
、
よ
く
そ
の
制
法
を
守
り
給
ふ
た
。
皇
后
は
、
或
る
時
併
設
に

謂
ふ
所
の
洗
身
の
功
徳
小
-
聴
か
れ
、
身
高
貴
の
故
守
顧
み
給
は
宇
、
十
余
良
の
法

華
寺
の
風
呂
に
碕
浴
を
思
ひ
立
た
れ
、
千
人
の
垢
を
白
か
ら
流
し
給
ひ
、

平
等
、
乞
食
、
悪
疾
者
の
匡
別
な
く
洗
浴
せ
し
め
ら
れ
た
御
精
一
仰
は
、
貫
に
そ

の
ま
〉
仰
に
て
お
は
し
、
窓
口
際
に
て
お
は
し
ま
し
た
の
で
あ
る
。
光
明
皇
后
の

堂、去
、遺
事
は
、
や
が
て
後
に
ま
で
施
浴
の
遺
風
を
博
へ
て
、
幾
多
の
慈
善
事
業

を
誘
ひ
起
す
こ
と
に
な
っ
た
。
皇
后
は
天
平
随
一
の
美
人
と
し
て
仰
が
れ
た
ま

ひ
、
仰
師
が
御
姿
を
そ
の
彫
像
に
摸
し
た
程
の
女
性
美
を
備
へ
ら
れ
た
御
身
柄

で
あ
る
か
ら
、
並
々
な
ら
ぬ
宗
教
的
の
御
熱
音
竺
か
無
く
て
は
、
自
ら
施
浴
の
御

苦
行
を
遊
ば
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

西
洋
に
も
こ
れ
に
似
た
話
が
あ
る
。
聖
エ
リ
サ
ベ
ト
が
悪
疾
に
施
行
し
た
こ

と
は
有
名
で
、
恰
も
我
か
皇
后
に
比
す
べ
き
で
あ
る
。

硯
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施

俗

イ3
せf
字

仰
教
の
弘
ま
る
に
従
ひ
、
慈
悲
の
心
、
博
愛
の
情
は
深
く
我
が
日
本
人
の
胸

複
に
植
ゑ
ら
れ
た
。

日
本
歴
史
を
耀
け
ば
、
様
々
の
こ
の
美
し
き
語
草
が
多
く

見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

光
明
皇
后
の
施
浴
の
御
事
あ
っ
て
以
来
、
大
衆
を
賑
は
す
供
養
と
し
て
、
施

浴
の
風
が
博
は
り
、
殊
に
鎌
倉
時
代
(
第
十
二
世
紀
)
に
於
て
は
、
そ
れ
が
格
別

旺
ん
に
な
っ
た
。
組
先
の
た
め
の
迫
遠
に
、
慈
親
の
た
め
の
作
善
に
、
ま
た
は

念
仰
供
養
の
た
め
に
、
或
は
一

日
或
は
長
期
に
、
そ
れ
ん
¥
の
事
情
に
よ
っ

て

施
浴
の
長
短
は
あ
っ
た
が
、
何
人
を
問
は
や
J

、
親
疎
の
別
な
く
、
老
幼
、
男
女

を
問
は
守
、
普
ね
く
休
浴
を
行
は
じ
め
た
。
富
山
鯨
婦
負
郡
黒
潟
村
長
松
山
本

法
寺
の
所
蔵
に
か
〉
る
闘
賞
の
給
園
は
、
後
醍
醐
天
皇
嘉
暦
二
年
(
西
暦
二
二

二
七
年
)
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
第
十
三
軌
に
施
浴
の
総
査
が
あ
る
。
そ
の
喜
一

面
で
は
、

十
名
ば
か
り
の
人
が
、
路
傍
に
行
嚢
荷
物
な
ど
を
打
ち
捨
て
〉
、
と

り
湯
に
体
浴
し
て
ゐ
る
が
、
貫
に
級
一
倉
末
期
の
地
浴
の
情
況
を
努
髭
た
ら
し
め

る
も
の
で
あ
る
。

施
浴
に
よ
り
て
、
大
衆
に
入
浴
の
機
を
多
か
ら
し
め
た
乙
と
は
、
自
然
体
浴

に
一
唐
の
親
し
み
を
加
へ
し
め
、
や
が
て
は
温
泉
の
如
く
自
然
に
湧
出
す
る
天

然
風
呂
に
、
我
等
の
祖
先
が
走
、
り
行
く
動
機
を
大
な
ら
し
め
た
。
日
本
の
温
泉

入
浴
は
、
早
く
西
暦
第
一
世
紀
前
後
か
ら
好
ま
れ
る
所
で
あ
っ
た
が
、
施
浴
の

矧
自
風
は
更
に
一
段
と
好
浴
の
情
熱
を
昂
め
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

温

泉

惇

説

の

温
泉
に
は
洋
の
東
西
を
聞
は
宇
数
々
の
口
碑
博
設
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
カ
ル

-
ル
ス
温
泉
に
カ

l
ル
大
帝
一
か
鹿
を
獄
し
た
折
、
温
泉
の
涜
出
身
議
見
し
、
故
を

以
て
カ

l
ル
泉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
飴
り
に
有
名
で
あ
る
。
南
猪
逸
の
片
田
舎

に
「
オ
ッ
チ
リ
ア
L

泉
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
昔
.
そ
の
所
に
小
児
が
産
れ
た
が

そ
の
児
は
生
来
の
盲
目
で
あ
っ
た
矯
め
、
親
の
悲
み
は
絵
所
目
に
も
気
切
毒
な

位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
信
念
深
い
親
は
切
り
に
榊
に
祈
っ
て
ゐ
た
が
、
あ
る

夜
の
夢
に
、
霊
水
を
以
て
眼
を
洗
へ
ば
明
を
得
る
で
あ
ら
う
と
の
一
例
の
御
告
け

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
翌
日
か
ら
こ
の
水
で
洗
眼
し
た
ら
忽
ち
そ
の
効
目
が
現
れ

大。

此
泉
水
は
今
で
も
契
水
と
稽
へ
ら
れ
、
幾
多
の
信
仰
を
保
ち
、
十

二
月
十

三
日
の
祭
日
に
は
、
善
男
善
女
の
参
詣
で
一
入
の
賑
ひ
を
極
め
て
ゐ
る
。

日
本
に
も
温
泉
に
関
す
る
語
草
は
多
い
。
し
か
も
よ
く
口
碑
博
一
設
が
停
は
つ

て
、
温
泉
に
関
す
る
研
究
に
様
々
の
貢
献
を
榔
馴
ら
し
て
ゐ
る
。
こ
の
黙
は
、
外

園
よ
り
も
遂
に
多
い
か
ら
、
外
園
の
そ
れ
と
比
較
研
究
の
好
資
料
た
る
べ
き
も

の
が
豊
富
で
あ
る
。
外
園
人
か
ら
は
、
我
が
日
本
は
夢
の
郷
、
誌
の
園
と
言
ひ

惇
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
古
く
か
ら
の
博
一
況
を
現
貫
に
今
日
に
も
惇
へ
て

ゐ
る
此
等
の
土
地
の
物
語
こ
そ
は
、
美
し
い
詩
の
図
の
詩
、
美
し
い
夢
の
郷
の

夢
で
あ
る
。

日
本

ω温
泉
に
、
惇
設
や
口
碑
を
残
し
留
め
得
た
こ
と
は
、
交
遁
の
関
係
か

ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
か
ら
の
影
響
を
受
け
る
機
曾
が
少
か
っ
た
か
ら
、
昔
な

が
ら
に
能
く
保
存
が
出
来
て
今
日
ま
で
惇
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
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れ
は
外
園
に
は
飴
り
見
ら
れ
な
い
珍
ら
し
い
事
柄
で
あ
る
。

日
本
人
は
西
暦
紀
元
前
七
百
年
頃
よ
り
も
古
い
時
か
ら
、
温
泉
に
浴
し
て
ゐ

た
。
而
し
て
、
今
で
も
そ
れ
等
の
温
泉
は
柴
え
て
ゐ
る
。
熱
海
、
修
善
寺
、
諏

訪
、
遁
後
の
如
き
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
叉
最
近
に
は
、
石
油
の
鎖
直
地
方

に削除
↑油
坑
を
試
み
た
磐
井
が
抗
り
蛍
て
〉
夜
々
と
流
れ
出
♂
つ
る
温
泉
に
も
、
浴

容
が
浸
っ
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
三
千
絵
年
の
問
、
我
が
日
本
に
は
千
に
も
近
い

温
泉
、
鎖
泉
が
全
圏
各
地
に
湧
き
出
で
三
そ
れ
J

ぐ
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
か

ら
、
様
々
の
口
碑
慎
一読
一
か
そ
こ
こ
〉
に
残
さ
れ
た
こ
と
も
詰
然
で
あ
ら
う
。

我
が
園
の
温
泉
に
附
け
ら
れ
た
名
橋
守
調
べ
て
見
る
と
種
々
の
興
味
あ
る

と
を
見
出
す
。
ア
ル
カ
リ
性
泉
に
浴
す
れ
ば
、

ヌ
ル
ノ
ヘ
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
形
容
し
て
鰻
の
温
泉
は
そ
の
遁
例
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
銭
泉
で
水
色
が
赤

味
右
帯
び
る
こ
と
か
ら
赤
の
名
を
つ
け
た
温
泉
が
多
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
で
す

ぐ
泉
質
を
知
る
こ
と
か
出
来
る
。
越
後
の
赤
倉
、
青
森
将
の
赤
川
、
山
形
牒
の

赤
湯
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
食
躍
を
含
む
温
泉
は
日
本
に
多
い
、
従
っ
て
随
肌

と
呼
ぶ
温
泉
も
亦
少
く
な
い
。
陣
原
、
盤
の
湯
(
秋
田
牒
〉

八
堕
(
群
馬
防
相
)

盤
山
(
山
梨
鯨
)
の
如
、
雪
、
何
れ
も
食
陸
泉
で
あ
る
。
街
、
温
度
か
ら
熱
湯
と

名
づ
け
た
温
泉
も
あ
り
、
又
皮
膚
に
封
す
る
刺
戟
か
ら
、
針
の
湯
、
荒
湯
、
綿

の
湯
な
ど
と
呼
ぶ
温
泉
も
あ
る
。
斯
様
に
、
温
泉
の
名
か
ら
そ
の
泉
質
か
容
易

く
知
ら
れ
る
こ
と
も
面
白
い
。

そ
れ
か
ら
、
温
泉
の
効
用
を
以
て
漉
泉
の
名
稀
と
し
た
所
が
多
い
。
例
へ
ば

眼
病
に
効
く
浅
間
温
泉
に
は
っ
自
の
湯
L

と
い
ふ
の
が
あ
り
、
箱
根
温
泉
に
も

日
の
湯
(
姥
子
)
-
か
あ
る
。
秋
田
鯨
の
湯
の
目
と
い
ふ
の
は
、
往
昔
土
地
の
一
象

族
の
娘
が
眼
病
に
か
〉
っ
た
の
を
、
此
温
泉
で
洗
っ
て
治
癒
し
た
と
の
口
碑
が

残
さ
れ
て
ゐ
る
温
泉
で
あ
る
。
鳴
子
温
泉
に
蛇
の
湯
と
い
ふ
の
が
あ
る
、
蛇
類

に
噛
ま
れ
た
傷
に
効
が
あ
る
誇
で
あ
る
。
山
形
燃
の
肘
折
温
泉
は
外
傷
に
効
が

あ
る
意
味
で
、
別
府
に
は
旧
の
湯
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
回
虫
に
効
あ

り
と
謂
は
れ
る
。
か
く
そ
れ
1
ぐ
の
名
稽
か
ら
温
泉
の
主
効
を
知
悉
す
べ
き
も

の
も
あ
る
。

ま
た
、
温
泉
の
恭
一
見
に
関
す
る
も
の
で
は
、
禽
獣
の
名
守
つ
け
仁
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
鹿
、
熊
、
鶴
、
鷺
に
因
ん
冗
の
が
最
も
多
い
。
し
か
し
叉
、
直
接

に
動
物
の
名
を
つ
け
な
い
揚
合
も
あ
る
。
例
へ
ば
福
岡
燃
の
武
雄
温
泉
に
は
、

榊
功
皇
后
が
白
鷺
の
浴
す
る
を
御
覧
に
な
っ
て
、
温
泉
の
出
づ
る
を
知
り
給
ふ

大
、
と
の
口
碑
が
博
は
っ
て
ゐ
る
。
温
泉
に
閲
す
る
博
一
設
は
、
古
代
の
民
俗
を

探
る
大
め
の
よ
い
資
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
一
々
弦
に
紹
介
す
る
こ
と
は
本
旨

で
無
い
か
ら
省
略
す
る
。
若
し
日
本
の
土
俗
を
研
究
せ
ん
と
希
望
す
る
者
は
、

此
方
面
の
研
究
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
研
究
に
は
、
賞
に
叉
此
方
面

の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
現
代
の
日
本
を
知
ら
ん
と
せ
ば
.
須
か
ら
く
古
代
の

民
俗
を
事
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
一
柳
仰
の
霊
示
に
よ
っ
て
温
泉
を
知
っ
た
博
設
が
多
い
こ
と
を
一
辺
、
へ
て
見

ょ
う
。
自
分
が
病
気
に
躍
っ
た
と
か
、
親
叉
は
子
息
か
長
き
病
苦
に
悩
ん
で
榊

仰
に
祈
願
を
こ
め
た
折
、
夢
に
震
告
を
受
け
で
、
温
泉
宇
一
号
ね
首
て
た
惇
一抗争
}

持
つ
温
泉
は
可
な
り
多
い
の
で
あ
る
。
殊
に
仰
教
で
は
、
薬
師
如
来
や
大
日
如

来
は
臨
画
薬
生
命
を
司
る
こ
と
か
ら
、
霊
告
が
こ
れ
等
の
仰
に
関
係
す
る
も
の
少

く
な
い
の
は
首
然
で
あ
る
。

一
柳
遁
で
は
、
大
穴
貴
盆
や
小
名
彦
隼
と
云
ふ
殴
酉
療
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勝
軍
が
遠
征
し
た
遁
筋
に
温
泉
を
畿
見
し
た
と
い
ふ
物
語
が
多
い
。

ω
一
利
い
か
現
れ
て
、
温
泉
の
治
療
を
教
へ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
斯
様

斯
様
に
日
本
の
温
泉
の
惇
設
に
は
面
白
い
語
草
が
多
い
か
ら
、
幸
ひ
我
が
園

知
る
に
良
き
資
料
と
な
る
の
で
は
な
か
ら
、
フ
か
。

に
一
柳
仰
の
方
か
ら
の
惇
設
を
討
究
す
る
と
き
は
、
我
か
園
人
の
信
仰
の
封
象
を

叉
温
泉
が
現
賓
の
人
々
に
よ
っ
て
護
一
見
せ
ら
れ
た
も
の
も
数
多
い
が
、

そ
れ

に
観
光
せ
ら
る
〉
外
園
人
で
、
我
が
民
俗
や
古
い
惇
設
を
調
べ
、
考
古
事
の
参

考
に
資
料
を
求
め
ら
る
〉
篤
志
家
に
は
、
我
等
は
喜
ん
で
幾
多
の
資
料
を
提
供

に
も
面
白
い
口
碑
偉
設
が
俸
は
っ
て
居
る
。
古
い
日
本
に
は
大
山
、
吉
岡
山
獄
を
信

す
る
の
を
惜
ま
な
い
の
で
あ
る
。

仰
的
に
崇
敬
す
る
思
想
が
あ
っ
て
、
名
借
知
識
が
銘
や
渉
り
、
躍
を
準
ぢ
、
山

日

本

温

泉

ヨト

古川
V

の

下
に
湧
き
出
づ
る
温
泉
を
踏
み
、
そ
れ
が
や
が
て
殺
見
の
動
機
と
な

奥
深
く
踏
み
入
っ
て
、
絶
頂
を
馨
づ
る
悦
は
せ
が
あ
っ
た
。
斯
る
折
.
自
然
脚

っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
温
泉
の
中
に
は
‘
今
で
も
山
踏
を
登
っ
て

行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
所
が
多
い
が
、
然
し
一
般
に
今
日
は
交
通
が
著
し

く
開
け
て
、
自
動
車
往
来
の
便
を
得
て
盆
々
繁
栄
し
て
ゐ
る
。
そ
れ

で
も
、
山
の
温
泉
に
は
、
行
墓
、
空
海
、
最
没
等
の
借
侶
が
温
泉
設

見
者
と
し
て
博
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。

上
記
し
た
も
の
冶
外
，
或
は
樵
夫
、
獄
師
か
山
に
入
り
)
絡
を
倖

っ
て
行
く
聞
に
、
禽
獣
の
停
っ
て
ゐ
る
の
を
見
て
温
泉
を
知
り
、
或

は
偶
然
に
も
湯
畑
り
の
上
る
を
見
て
探
し
宙
て
た
も
の
も
あ
り
、
叉

は
深
山
で
木
を
伐
る
折
か
ら
、
木
の
根
元
よ
り
温
泉
が
湧
出
し
た
の

に
驚
い
た
口
碑
も
あ
る
。
例
へ
ば
、
宮
城
鯨
仙
蓋
市
か
ら
遠
か
ら
ぬ

青
根
温
泉
は
、
青
根
を
伐
採
し
元
折
、
根
元
か
ら
湧
い
た
の
で
、
そ

の
名
を
得
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
叉
皐
者
な
ど
が
地
相
を
卜
し
て
設

見
し
た
と
謂
は
れ
る
も
の
も
少
く
な
い
。
こ
れ
な
ど
は
我
が
園
の
皐

術
の
進
歩
守
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
殊
に
古
代
に
あ
り
で
は
、

太

日本に於ける温泉 の分 布
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試
に
日
太

の
地
園
を
破
い
て
温
泉
の
分
布
を
見
る
と
、
そ
れ
は
秋
の
夜
の
星

の
如
く
散
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
無
秩
序
に
位
置
を
保
っ
て
ゐ
る
の
で
は

な
く
、
自
然
に
一
つ
の
筋
踏
を
作
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
人
の
知
る
如

く
、
温
泉
は
火
山
と
深
い
関
係
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

抑
も
、
日
本
列
島
は
、
本
州
、
四
園
.
九
州
を
幹
と
し
、
西
南
に
延
び
た
琉

球
列
島
か
ら
蓋
-
鰐
の
校
舎
作
り
、
叉
東
北
に
蹟
が
っ

た
北
海
遁
、

千
島
群
島
、

階
大
よ
り
な
る
図
柄
で
、
東
経
百
五
十
六
度
三
十
二
分
か
ら
百
十
九
度
十
八
分

の
東
西
に
亘
り
、
北
は
北
緯
五
十
度
五
十
六
分
よ
り
、
南
は
北
緯
二
十
一

度
四

十
五
分
の
間
に
在
っ
て
、
東
南
は
大
卒
洋
に
向
ひ
、
西
北
は
日
本
海
に
面
し
て

ゐ
る
。
か
く
て
、
こ
の
全
土
を
我
々
は
地
勢
か
ら
観
て
、
西
南
、
中
央
、

東
北

の
三
部
に
分
け
て
ゐ
る
。

西
南
日
本
は
九
州
か
ら
本
州
の
西
部
、
四
園
を
含
む
一
帯
を
指
し
、
そ
の
地

域
は
内
外
二
帯
の
山
脈
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
九
州
か
ら
起
っ
て
東

へ

走
る
外
帯
に
、
九
州
、
四
圏
、
紀
伊
の
三
山
系
が
あ
る
。
又
日
本
海
に
沿
っ
た

筑
紫
中
園
の
雨
山
服
、
丹
波
の
高
原
は
内
帯
で
あ
る
。

こ
の
雨
帯
の
束
は
伊
勢

海
か
ら
敦
賀
湾
へ
遁
十
る
低
地
で
あ
る。

こ
の
九
州
山
系
と
筑
紫
山
帯
の
聞
に

阿
蘇
火
山
帯
が
あ
り
、
別
府
、
阿
蘇
、

雲
仙
の
温
泉
帯
が
あ
る
。
九
州
山
系
の

イ
ブ
ス
キ

南
に
は
、
霧
島
火
山
帯
が
あ
り
、
霧
島
指
宿
の
温
泉
域
が
開局
し
て
ゐ
る。

山
陰

遁
に
は
白
山
火
山
帯
に
属
す
る
大
山
、

三
瓶
山
の
温
泉
匿
域
が
在
る
。

中
部
日
本
に
は
、
屈
曲
し
て
東
北
に
連
る
赤
石
山
系
と
飛
騨
高
原
が
あ
る
。

此
中
部
は
木
川
の
最
も
幅
庚
く
且
つ
高
峻
な
地
方
で
、
日
本
の
脊
を
作
句
、
そ

こ
に
日
本
中
部
山
岳
の
名
山
脈
が
擦
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
更
に
ま
た
富
士
火

山
帯
が
在
っ
て
、
諸
火
山
が
此
山
帯
に
鋒
え
て
ゐ
る
が
、
富
士
山
も
そ
の

一
つ

で
あ
る
。
こ
の
名
高
い
富
士
山
程
、
容
姿
の
端
正
な
霊
山
は
、
世
界
に
於
て
も

稀
に
見
る
所
で
あ
る
。
飛
騨
高
原
の
東
に
は
乗
鞍
火
山
帯
が
あ
り
、
源
泉
の
湧

出
す
る
こ
と
も
最
も
多
く
、
中
部
日
本
の
脊
を
篤
す
長
野
懸
に
は
百
十
四
箇
の

温
泉
地
が
あ
っ
て
、
日
本
一
の
泉
群
を
篤
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
此
地
帯
に
は

三
千
米
以
上
の
高
峰
多
く
、
頂
に
は
盛
夏
な
が
ら
零
を
残
し
、
屍
々
に
峡
谷
、

念
流
を
作
り
、
風
景
に
富
み
、
自
然
の
美
に
葱
ま
れ
て
ゐ
る。

叉
関
東
大
平
原

は
東
に
在
っ
て
、
地
勢
は
北
か
ら
東
南
に
傾
斜
し
て
ゐ
右
。

東
北
日
木
は
関
東
平
野
以
北
の
地
方
一
帯
を
指
す
も
の
で
、
中
央
に
は
奥
羽

山
脈
が
走
り
、
叉
那
須
火
山
帯
が
あ
る
。

こ
の
火
山
帯
に
は
著
名
の
火
山
が
あ

わ
ノ、
従
っ
て
温
泉
の
湧
出
も
少
く
は
な
い
。
西
部
に
は
越
後
山
系
、
出
羽
山
系

チ
ョ
ウ

刀，
A
a

が
相
穣
い
て
鳥
海
火
山
帯
が
之
れ
に
走
っ
て
ゐ
る
。
同
地
帯
に
も
温
泉
が
多
く

こ
れ
に
属
す
る
秋
田
豚
は
七
十
の
温
泉
を
有
し
て
ゐ
る
。

こ
の
東
北
日
本
に
は
、
八
郎
潟
、
猪
苗
代
湖
、
十
和
田
湖
の
名
湖
が
多
い
、

湖
を
周
ぐ
る
風
光
は
叉
特
別
の
も
の
で
あ
る
。

北
海
遁
に
は
木
州
北
部
の
那
須
火
山
帯
に
連
る
一
帯
が
あ
り
、
之
が
北
に
伸

び
て
増
毛
火
山
群
と
な
る
。
叉
蝦
夷
山
系
の
中
央
か
ら
千
島
火
山
帯
が
走
っ
て

ゐ
る
。
北
海
遁
も
亦
た
温
泉
に
富
ん
で
ゐ
る
。
交
遁
の
関
係
か
ら
あ
ま
り
庚
く

知
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
が
、
登
別
の
温
泉
は
湯
の
河
が
流
れ
て
ゐ
る
奇
観
が
あ

り
、
千
島
群
島
で
は
名
も
知
れ
な
い
小
島
に
温
泉
が
霊
夜
を
合
か
十
寸
初
出
し
て

ゐ
る
の
も
嬉
し
い
。

(筆
者
は
陸
自
墜
博
士
、
・
慶
唯
一
書
科
大
墜
教
授
〉
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昭

和

十

平

十

二

月

廿

五

日

印

刷

二

部

三

十

五

鑓

昭

和

十

一

年

一

月

一

日

瑳

行

定

債

ご

ヶ

年

四

圏

(
郵
廷
料
共
〉

東

京

電

気

株

式

曾

'
枇

絹

韓

鍛

護
行
人

米

UJ 

東
京
市
本
所
医
厩
橋
一
丁
目
サ
七
ノ
ニ

印

刷

人

河

合

勝

夫

東
京
市
本
所
医
厩
橋
一
丁
目
廿
七
ノ
ニ

印

刷

所

凸

版

印

刷

本

所

分

工

場

一抑
奈
川
肱
川
崎
市
堀
川
町
七
二

護

行

所

東

京

電

気

株

式

命

日

社

ヘ
川
崎
代
表
務
郁

三
五
六

一
(九
)
国
三
五
六

O

電
話
ム
大
森
代
表
呑
抗
三
六
五
三
(六〉

(

振

替

口

座

東

京

三

八

九

四

回

。

謹
み
て
新
年
の
御
慶
を
巾
上
ま
す
。

年
頭
の
の
ど
か
な
心
に
歪
を
あ
げ
て
、

我
が
一
高
の
読
者

の
御
健
康
と
御
蹴
一耐

と
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

今
年
一
年
間
を
元
日
に
も
つ
や
う
な

静
か
で
明
朗
な
気
持
で
送
る
こ
と
に
努

力
U

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

。
本
誌
も
皆
様
の
御
庇
誌
に
よ
っ
て
、

内
容
が
次
第
に
嬰
富
に
な
っ
て
行
く
こ

と
は
有
難
い
仕
合
に
存
じ
ま
す
。

猫
改
善
の
一
端
と
し
て
、
本
月
競
か

ら
本
誌
の
般
裁
を
商
工
省

の
規
割
寸
法

B
列
五
番
に
改
め
ま
し
た
。

東

十足

清

問

大

阪

一一一

強

京

調l

出

当i~

津

虞

島

名
古
屋

。

毎
年

の
吉
例
に
よ
り
ま
し
て
、
本
放

の
巻
頭
に
は
昨
年
一
ヶ
年
間
に
、
我
祉

が
本
邦
照
明
界

の
た
め
に
捧
げ
た
数
々

の
業
績
を
掲
げ
ま
し
た
。

と
う
し
て
集
め
て
見
ま
す
と
、
種
々

の
方
面
に
於
て
夫
々
に
愛
達
し
た
こ
と

が
判
然
と
し
て
参
り
ま
す
。

。
昨
年
度

の
照
明
界
に
於
て
最
も
劃
期

的
と
思
は
れ
た
の
は
、
何
と
申
し
て
も

明
視
論
を
基
制
と
す
る
明
燈
明
視

の
運

動
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

市
し

て
と
の
運
動
は
本
年
に
花
々
し

い
好
果
が
約
束
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

キL イ111)陥A、墓悲大京事f恰
爾
賓

上

海

。2
明
修
明
視
運
動
の
ん討
結
も
そ
ろ
そ
ろ

現
れ
て
来
る
頃
か
と
存
じ
ま
す
。

各
地
に
於
て
御
寅
施

の
御
位
験
を
、

本
誌
を
通
じ
て
御
後
表
な
し
給
は
ら
ん

こ
と
を
偏
に
お
胸
中
上
ま
す
。

。
近
頃
は
御
蔭
様
で
原
稿
が
可
成
り
豊

富
な
た
め
、
珠
定
の
四

O
頁
に
盛
り
切

れ
ぬ
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合
が
多
い

の
で
、
随
時
的
情
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致
し
て
を
る
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り
ま
す
。

従
っ
て
お
預
り
.の
王
稿
で
次
按
ま
わ

し
の
も

の
も
砂
く
な
く
、
御
等
稿
の
方

方
に
は
大
援
な
御
侃
…
蹴
を
巾
上
て
を
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
不
思
息
、召
下
さ
い
。
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